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Abstract

This study evaluates teachers’ job satisfaction using the OECD Teaching and Learning International 

Survey （TALIS） conducted in 2013. We analyzed the relationship between their level of job 

satisfaction and working hours in all countries and specifically in Japan, Korea, Sweden, Mexico and 

the United States, inputting a sufficient number of control variables from TALIS. The pooled data 

suggests that the content of their tasks rather than working hours plays a key role in determining 

teachers’ job satisfaction. In Japan, we found that the longer their working hours, the lower their 

satisfaction level. This is in contrast to other four countries.
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1．問題の背景と研究の目的

　前期中等教育段階（中学校及び中等教育学校前

期課程、以下簡略化のため中学校と称する）の

教員の労働環境について、OECDが2008年と

2013年に国際教員指導環境調査（Teaching and 

Learning International Survey, TALIS） を 実

施した。日本は2008年の初回調査には加わって

おらず、2013年に初めて参加したところ、日本

の教員の勤務時間は参加34か国・地域中もっと

も長いことが明らかとなった。国内では従前から

教員の多忙さが喧伝されてきたが、国際比較の結

果からもそれが裏付けられたことになる。

　日本の教員の勤務時間の長さは、政府の答申や

様々な調査で指摘されている。1）そのため各地方

自治体においても教員の業務負担の実態把握と改

善のための取組が行われている。例えば、栃木県

では教員の多忙感に関するアンケート調査を行

い、その結果と市町教育委員会や校長会などから

求めた実践例や提案を冊子 2）にまとめたり、北

海道では時間外勤務短縮のための事例集 3）をHP

に公開したりして、業務の見直しや改善に取り組

んでいる。

　このような取組にも関わらず、日本の教員の

勤務時間は2013年TALIS調査 4）（以後TALIS 

2013と称す）の結果、参加国・地域中で最長で

あるのみならず、授業以外の業務負担が大きいこ

とが分かった。週53.9時間に及ぶ勤務時間のう

ち授業に割く時間は週17.7時間に過ぎないので
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ある。勤務時間がもっとも短いチリの教員が週

29.2時間の勤務時間のうち週26.7時間を授業に

割いていることと対照的である。

　日本における授業以外の業務負担の重さも、過

去の実態調査によって示されてきた。2006年に

文部科学省が実施した『教員勤務実態調査 5）』に

よれば中学校教諭の一日あたりの時間外勤務は約

2時間である。業務内容と配分は「児童生徒の指

導に直接かかわる業務 6）」と「児童生徒の指導に

間接的に関わる業務 7）」が約9割で、勤務時間の

大半が児童生徒への対応で占められている。その

ほかに「学校の運営にかかわる業務及びその他の

校務 8）」、「外部対応 9）」がある。これらに、個人

差はあるが、休日の時間外勤務や持ち帰りの仕事

時間が加わる。

　また、2013年には青木他により『2006年度文

部科学省「教員勤務実態調査」以後における教員

の労働時間の変容 10）』が報告された。この調査

によれば、2006年度調査以後教員の勤務時間の

縮小が行われたものの、その分時間外勤務が増え、

教員の労働時間は実質的に短縮されていないこと

が確認されている。さらに、ベネッセ教育総合研

究所（2010）によると、中学教員の場合、学校

にいる時間は一日約12時間、持ち帰りの仕事時

間はやや減少しているが、休日の出勤日数は月に

4.5日、運動部顧問となれば月に5.1日となって

いる。

　多忙を極める勤務状況について、日本の教員は

どのように感じているのであろうか。いくつかの

先行研究からは、日本の教員が長時間勤務という

劣悪な労働環境のなか、「教育への情熱」という

働きがいをエネルギーにしていることが窺える。

たとえば、玉置他（2012）では、教員は労働時

間や業務負担について強い不満をもちながらも、

きわめて高い内発的働きがい 11）をもって働いて

いるという報告がされている。この内発的働きが

いには、教育という仕事に対する「夢の実感」、「私

という存在は児童・生徒たちから必要とされてい

る」ということが強く影響を及ぼしており、「教

育のため、子どもたちのためになる」と感じられ

れば働きがいが高まるとしている。12）また、赤井

他（2013）によれば、教員は教師力向上ととも

に子ども、保護者、上司や先輩などからの信頼を

得、それが教員自身に還流し「教育への情熱」を

醸成するもととなっている 13）と報告している。

ただし、筆者らのTALIS 2013分析結果から国

際比較すると、日本の教員の主観的満足度は相対

的に非常に低い（本稿2.2項参照）。したがって

日本の教員は、長時間勤務も含めて、総体として

は不満を抱きつつ、「働きがい」、すなわち「教員

として働くことの満足度」を感じながら働いてい

るものと推察される。

　本稿では、TALIS 2013の結果をもとに、全調

査対象国における教員の満足度の決定要因を探る

とともに、日本と同様に満足度が低い韓国、フリー

スクールや地方分権の自由な教育が注目されてい

たがその効果が疑問視されているスウェーデン、

教員満足度がやや高い米国、教員満足度が最も高

かったメキシコの結果と日本の結果を比較し、今

回のTALIS 2013で特徴的となった長時間勤務

が満足度に与える影響について考察する。

2．分析手法とデータ

2．1．分析手法

　本稿では、TALIS 2013を利用して、教員の満

足度の決定要因を探る。J国における教員 Iの満

足度を効用Uijとし、TALISのほかの設問から要

因となりうる項目を選び

Uij＝f （x1ij, x2ij, x3ij, x4ij）

であるとする。ただし、x1ij＝教勤員務時間、 x2ij

＝学校環境、 x3ij＝教員の志向、 x4ij＝その他の属

性、 である。効用関数の特定には様々な形がある

が、説明変数の多くがリッカート尺度による回答

となっているため、本稿では線形の効用関数を仮

定し、

Uij＝αij＋β1ijx1ij＋β2ijx2ij＋β3ijx3ij＋β4ijx4ij＋εij

 （1）

と定式化してOLSにより係数を推計する。ただ

し、αijはxによって説明できない個別の要因、

εijは誤差項、 である。
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2．2．説明変数

　説明変数はすべてTALIS 2013から得た。満

足度に関わるとみられる要因を洗い出すため、説

明変数を多めに選び出した。変数の説明と基本統

計量は紙幅の都合上、付表に示す。

　被説明変数は、以下に説明する満足度指数であ

る。TALIS 2013の教員向け質問紙では、仕事全

般に対してどのように感じているかという設問の

なかで「A：教員であることは、悪いことより、

良いことの方が明らかに多い、B：もう一度仕事

を選べるとしたら、また教員になりたい、C：可

能なら、別の学校に異動したい、D：教員になっ

たことを後悔している、E：現在の学校での仕事

を楽しんでいる、F：他の職業を選択した方が良

かったのではないかと思っている、G：自分の学

校を良い職場だと人に勧めることができる、H：

教職は社会的に高く評価されていると思う、I：

現在の学校での自分の仕事の成果に満足してい

る」の小項目を尋ねたのち、「J：全体としてみれ 

ば、この仕事に満足している」を尋ねており、い

ずれも回答者に「1：まったく当てはまらない」

～「4：非常に良く当てはまる」の4段階の選択

をさせている。総合的な主観的満足度は設問Jに

示されているが、4段階の項目であり、それだけ

で総合満足度を計測するには粗すぎる。そこで、

A ～ Hの9つの小項目から主成分分析 14）を用い

て1つの満足度指標を作成した。

　主成分分析とは zを主成分とし、xを観測され

る変数であるすると、

Zj＝aj1X1＋aj2X2

における主成分zの分散が最大になるように主成

分負荷量a（ただしaj1とaj2の二乗和は1）を求め

るものである。回転のない主成分分析の結果、表

1の成分行列が求められた。表1の第一主成分は

教員としての総合的満足度の強さ、第二主成分は

現在勤めている学校への満足度もしくは職業とし

て教員をしていることへの満足度という要素を示

している（第二主成分が正であるC、E、G、Iは

現在勤めている学校に対する設問であり、負であ

るA、B、D、F、Hは職種そのものに対する設問

である）。以下では、回答者が満足度を表す第一

主成分にどのくらい関係しているかを示す成分得

点を総合的満足度の指数（満足度指数）として採

用する 15）。

　満足度指数の順位は図1の通り、メキシコが最

上位で日本は最下位となった。満足度指数の基本

統計量と分布は図2の通りである。回答者全体の

成分得点は、平均が0、標準偏差が100となるよ

うに調整されている。日本は全体平均からやや下

くらいまでの層が厚く、両端が低くなっている。

韓国でも中央の層が多く、0を含む－10 ～ 10の

層が突出して多い。米国とスウェーデンは比較的

形が似ているが、米国では満足度が高い層が厚い。

メキシコはその層がさらに厚い。

表1　満足度小項目についての主成分分析による成分行列

成分

1 2

B．もう一度仕事を選べるとしたら、また教員になりたい 0.758 －0.365

E．現在の学校での仕事を楽しんでいる 0.728 0.446

F．他の職業を選択した方が良かったのではないかと思っている（反転） 0.718 －0.355

D．教員になったことを後悔している（反転） 0.697 －0.304

G．自分の学校を良い職場だと人に勧めることができる 0.672 0.510

A．教員であることは、悪いことより、良いことの方が明らかに多い 0.660 －0.333

I．現在の学校での自分の仕事の成果に満足している 0.526 0.258

C．可能なら、別の学校に異動したい（反転） 0.521 0.560

H．教職は社会的に高く評価されていると思う 0.366 －0.358
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　なお、満足度指数は表1における第一主成分に

ついての成分得点から求めているが、第二主成分

（勤務校に対する満足度か、教員という職業に対

する満足度か、を示す成分）の成分得点からも国

別の特徴が窺える。第二主成分における成分得点

の国別平均値はメキシコと米国が正（順に65.3、

10.8）で、両国の回答者は現在勤めている学校へ

の満足度が高いと考えられる。日本、スウェー

デンおよび韓国は負（順に－72.1、－63.8、－

16.4）であることから教員であることそのものへ

の満足度が高く、特に日本・韓国では勤めている

学校への満足度は低いものと考えられる（いずれ

も、絶対値が大きいほど、各要素が強い）。

3．　分析結果

　前述（1）式に基づいたOLS分析の結果を表2

に示す。「全体」は、全ての国を対象に掲示した

全変数を説明変数としたモデル、「全体2」は、（1）

表2　推　計　結　果

全　体 全体２ 日　本 韓　国 スウェーデン 米　国 メキシコ

教
員
の
個
人
属
性

男性 －9.703 *** －9.645 *** 12.497 *** －15.409 ***

（0.000） （0.000） （0.002） （0.000）
年齢 0.257 *** 0.253 *** 0.381 ** 0.348 * 0.721 ***

（0.000） （0.000） （0.044） （0.067） （0.001）
現在の雇用形態―常勤 －9.021 *** －9.008 *** －14.109 *** －14.673 *** －22.948 *** 10.308 ** 10.166 **

（0.000） （0.000） （0.004） （0.006） （0.000） （0.048） （0.019）
担当科目（国語） 0.468 8.534 *

（0.551） （0.052）
担当科目（数学） 2.755 *** 2.691 *** 10.361 **

（0.001） （0.001） （0.042）
担当科目（理科） －6.135 *** －6.109 *** －18.793 *** －18.856 ***

（0.000） （0.000） （0.002） （0.001）
担当科目（社会） 0.919 12.825 ** －10.584 ***

（0.280） （0.016） （0.009）
担当科目（外国語） －2.608 *** －2.633 ***

（0.004） （0.003）
担当科目（技術） 0.578 －15.018 * 17.427 **

（0.575） （0.054） （0.016）
担当科目（音楽・美術） －3.019 *** －2.872 *** 12.175 *

（0.002） （0.002） （0.064）
担当科目（保健体育） 4.219 *** 4.240 *** 22.371 *** 12.968 *** 20.205 ***

（0.000） （0.000） （0.000） （0.008） （0.006）

教
員
の
勤
務
時
間

学校での総仕事時間 －0.013 －0.322 *** 0.301 ***

（0.566） （0.004） （0.002）
授業の比率 15.888 *** 15.518 *** －30.018 ***

（0.004） （0.000） （0.003）
授業計画・準備の比率 0.842 －82.752 ***

（0.896） （0.000）
同僚との共同作業の比率 44.641 *** 44.518 *** 174.674 *** 100.427 ** 153.482 ***

（0.000） （0.000） （0.003） （0.032） （0.003）
採点・添削の比率 －15.349 ** －15.789 *** －50.168 *

（0.026） （0.005） （0.080）
生徒への教育相談の比率 31.277 *** 30.984 ***

（0.001） （0.000）
学校運営業務参画の比率 54.193 *** 55.101 *** 59.216 **

（0.000） （0.000） （0.030）
一般事務業務 －34.630 *** －35.088 *** －48.810 * －101.233 *** －149.368 ***

（0.000） （0.000） （0.054） （0.000） （0.002）
保護者との連絡や連携 54.030 *** 53.827 ***

（0.000） （0.000）
課外活動の指導 61.730 *** 60.729 *** 159.990 ** 82.039 ***

（0.000） （0.000） （0.042） （0.010）

（
主
観
）

学
校
環
境

雰囲気－教職員意思決定参加 34.261 *** 34.266 *** 27.567 *** 39.820 *** 29.005 *** 38.894 *** 13.785 ***

（0.000） （0.000） （0.000） （0.000） （0.000） （0.000） （0.000）
雰囲気－生徒と教員の関係良好 42.045 *** 42.078 *** 62.194 *** 61.298 *** 31.348 *** 39.342 *** 34.216 ***

（0.000） （0.000） （0.000） （0.000） （0.000） （0.000） （0.000）
雰囲気－学校が生徒を支援 19.796 *** 19.816 *** 21.956 *** 10.029 *** 25.854 *** 20.449 *** 15.282 ***

（0.000） （0.000） （0.000） （0.004） （0.000） （0.000） （0.000）
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注：***は1％、**は5％、*は10％水準で有意であることを示す。

全　体 全体２ 日　本 韓　国 スウェーデン 米　国 メキシコ

学
校
環
境
（
客
観
指
標
）

組織内指導者あり 8.618 *** 8.687 *** 10.157 ** 20.899 *** 38.207 *** 20.496 ***

（0.000） （0.000） （0.013） （0.000） （0.001） （0.006）
人口－1万5千～ 10万人 －1.757 －28.208 **

（0.287） （0.016）
人口－10 ～ 100万人 －1.423 －11.249 ** －20.389 ***

（0.185） （0.011） （0.000）
人口－100万人超え －1.719 * －14.418 －11.289

（0.090） （0.000） （0.044）
在学者数 0.001 －0.025 －0.033 0.020

（0.483） （0.000） （0.000） （0.000）
生徒一人あたりの教員数 1.136 －134.617 ** －174.858 ** －95.505 * －195.267 **

（0.676） （0.044） （0.050） （0.096） （0.034）
特別支援生徒比率1_10 －1.189 15.290 *** 28.578 *** －9.980 **

（0.411） （0.005） （0.001） （0.044）
特別支援生徒比率10以上 －1.729 24.960 **

（0.352） （0.019）
困難家庭環境生徒比率 －0.281

（0.695）
頻度－生徒の欠席 －0.289 －4.131 ** 3.949 **

（0.391） （0.032） （0.037）
頻度－カンニング 0.744 －8.708 ** 10.568 **

（0.255） （0.024） （0.031）
頻度－生徒の暴力・いじめ －0.234 10.567 **

（0.808） （0.011）
頻度－ドラッグ・飲酒 0.127

（0.883）
頻度－教員の欠勤 －0.914 15.113 *** －7.075 **

（0.127） （0.001） （0.025）

学
校
環
境

（
校
長
の
判
断
）

学校と地域の連携 －0.732 6.846 **

（0.248） （0.044）
妨げになる不足－教員 0.135

（0.463）
妨げになる不足－ IT関連 0.098 －2.001 * －1.847 *

（0.583） （0.053） （0.095）

教
員
の
ニ
ー
ズ
と
志
向

必要性－担当教科 －0.416 ** －0.383 ** －3.932 ***

（0.011） （0.018） （0.000）
必要性－ ICT技能 1.242 *** 1.266 ***

（0.008） （0.006）
必要性－生徒の行動と学級経営 －10.975 *** －10.907 *** －10.687 *** －11.962 *** －11.021 ***

（0.000） （0.000） （0.000） （0.000） （0.000）
必要性－学校の管理運営 0.576

（0.175）
必要性－個に応じた学習手法 2.025 *** 2.191 *** －5.665 *

（0.000） （0.000） （0.085）
必要性－特別支援生徒指導 －1.936 *** －2.041 ***

（0.000） （0.000）
必要性－多文化・多言語指導 －0.665

（0.118）
必要性－共通な力の指導 0.532

（0.328）
必要性－職業能力指導 －1.620 *** －1.521 ***

（0.002） （0.002）
必要性－職場の新技術 －1.110 ** －1.109 ** －7.712 ***

（0.020） （0.019） （0.005）
必要性－生徒指導 3.718 *** 3.761 *** 12.717 *** 7.103 **

（0.000） （0.000） （0.000） （0.011）
信念－生徒自身の探究重視 9.985 *** 9.977 *** 17.091 *** 15.428 *** 10.433 ** 7.723 ***

（0.000） （0.000） （0.000） （0.000） （0.015） （0.004）
信念－思考・推論過程重視 1.201 ** 1.212 ** 8.355 *** －8.289 **

（0.019） （0.018） （0.004） （0.022）

（定数） －303.743 *** －316.114 *** －401.306 *** －501.983 *** －241.012 *** －344.347 *** －159.604 ***

（0.000） （0.000） （0.000） （0.000） （0.000） （0.000） （0.000）

国別ダミー Y Y － － － － －

回答数 61,581 61,581 2,128 1,834 2,141 1,414 1,480

修正済み決定係数 0.298 0.298 0.249 0.304 0.228 0.281 0.251

F値 276.12 385.48 34.58 48.19 38.11 28.55 27.07
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と同じ変数をもとにステップワイズ法で変数選択

したものである。情報量基準の判定により、どち

らのモデルでも国ダミーを採用している。国別の

推計はすべてステップワイズ法で変数選択を行っ

ている。

　各国に共通していたのは、主観的な学校環境の

評価（教職員が意思決定に参加している、生徒と

教員の関係が良好である、学校が生徒を支援して

いる）が高いことが満足度を高める点である。地

域を問わず、職場の雰囲気の良さが満足度を高め

ることが確認された。

　教員の勤務時間が満足度に与える影響につい

て、全調査国を対象としたモデルでは、学校で費

やす時間が長いほど満足度が下がるという結果は

有意ではなかった。勤務時間の中身をみると、世

界では授業時間、同僚との共同作業、生徒への教

育相談、学校運営参画、保護者との連絡、課外活

動指導の比率が高い方が満足度が高く、採点・添

削時間と一般事務業務の比率が低い方が満足度が

高くなることが分かった。一般的には、勤務時間

の長短ではなく、業務内容が満足度を左右してい

ることになる。「学校で費やす時間が長いほど満

足度が下がる」傾向が鮮明に表れているのは、対

象5か国の中では日本のみである。日本では勤務

時間の中身についての評価は分散が大きく、有意

に満足度を高める要因となったのは学校運営への

参画だけであった。日本では勤務時間の長さが、

勤務内容にかかわらず満足度を下げる方向に働い

ているものとみられる。先行研究において指摘さ

れている日本の教員の「働きがい」が存在してい

ることは、表1の第二主成分から「教員としての

満足度」が強く感じられていることからも読み取

れるが、長時間勤務が「働きがい」で補われるこ

とはなく、総合的な満足度がTALIS 2013調査

対象国の中で最も低水準にとどまっているので

ある。

　日本以外の4か国のうち、韓国、スウェーデン、

アメリカでは勤務時間と満足度の間に明確な関係

は見られなかったが、メキシコでは総仕事時間が

長いほど満足度が高いという特徴がみられた。長

いといっても、付表に示すように仕事時間の平均

値は日本の約6割に過ぎない。また、全体の傾向

とは逆に、授業や授業計画・準備の比率が低いほ

ど満足度が高い。今回の調査では回答者個人に給

与を聞いていないため、給与の変数を扱うことが

できなかったが 16）、教員ランク別のデータをみ

ると、メキシコでは初任給が低いものの最高給与

は韓国に次いで高い（図3）。教員のランクが上

がると授業時間数が減り満足度が高まる可能性が

推察される。

　その他、5か国中で日本のみにみられた傾向は、

男性の方が女性より満足度が高いこと、職場の新

しい技術に対して、職能開発のニーズを感じてい

ると満足度が低いことなどである。

59643

79526

40873

64973 67620

27067 28485 31218
36993

20206

日本 韓国 スウェーデン 米国 メキシコ

購
買

力
平

価
に
よ
る
米

ド
ル

換
算

額

最高給与

初任給

図3　国公立中学校教員の年間法定給与（2012年）

資料： OECD Education at a Glance 2014, Table D3.6. "Minimum and maximum 

　　　teachers' statutory salaries" （2012） http://dx.doi.org/10.1787/888933119815.
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4．まとめと課題

　本稿では、2013年のTALIS調査に日本が初め

て加わったことを受けて、その結果をレビューす

るための分析を行った。OECD（2014）や国立

教育政策研究所（2014）では、教員の属性や勤

務経験などが満足度に与える影響を分析している

が、テーマごとの分析になっており、満足度を包

括的に捉えるために十分な変数を用いていない。

本稿では勤務時間も含めてなるべく多くの要素を

考慮した上で満足度に与える影響をみた。結果と

して、TALIS 2013調査国全体では勤務時間の長

さそのものよりも、勤務内容の構成比によって満

足度が影響を受ける一方で、日本では勤務時間の

長さが満足度をはっきり下げること、勤務内容で

は学校運営への参画以外では満足度を高める要因

が見いだせないことが確認された。

　TALIS 2013は教員の個票データを提供してい

るが、質問紙に各教員の給与水準を尋ねる項目が

ないため、満足度に大きな影響を与えると思われ

る金銭的待遇の影響をみることができない。その

意味で本稿では限られたデータしか用いていない

が、入手しうるデータの範囲で新しい知見を得る

ことができたと言えよう。

　今回は一部の国をピックアップする形で日本と

比較したが、今後は分位点回帰をおこなうなどし

て、国別ではなく満足度の階層別に、満足度に与

える影響を探ることを課題としたい。

注

1 ） 文部科学省（2007）や新潟教育研究所（2012）など。

2 ） 栃木県教育委員会（2009）。

3 ） 北海道教育委員会（2009）。

4 ） OECD （2014）。

5 ） 東京大学（2007）。

 同様の教員の勤務実態の大規模調査は文部省が1966

年に実施した『教員勤務状況調査』であり、それ以降

今回の調査まで教員の勤務実態の調査は行われていな

かった。

6 ） 朝の業務、授業、学習指導、生徒指導（集団・個別）、

部活動・クラブ活動、児童会・生徒会指導、学校行事。

7 ） 授業準備、成績処理、学年・学級経営。

8 ） 学校経営、会議・打ち合わせ（校内、校外）、事務・

報告書作成、研修（校内、校務）、その他の校務。

9 ） 保護者・PTA対応、地域対応、行政・関係団体対応。

10） 青木他（2013）。

11） 国際経済労働研究所によれば、働きがいを「ワーク・

モチベーション（仕事動機づけ）」と位置付け、そ

のプロセスを「内発的働きがい」と「外発的働きが

い」に区別している（http://www.iewri.or.jp/cms/

archives/2008/10/post-16.html参照）。

12） 玉置他（2012）p.36。

13） 赤井他（2013）p.203。

14） 主成分分析の詳細については内田（2013）などを参

照されたい。

15） 全体の満足度を聞いた設問Jの回答グループ（1 ～ 4）

ごとに満足度指数の平均値を比較すると、1＜2＜3

＜4となる統計的有意差が確認されており、満足度指

数は設問Jとも整合的である。

16） 職業の満足度の決定要因として金銭的待遇は重要な要

素である。TALISにおいて質問を設けるべきであろう。
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合

い
】

比
率

7
9

9
4

0
0

.0
0

0
0

.0
5

8
0

.0
5

9
0

.0
6

6
0

.0
5

3
0

.0
7

7
0

.0
5

1
0

.0
4

6

1
.0

0
0

（
0

.0
4

5
）

（
0

.0
4

5
）

（
0

.0
5

0
）

（
0

.0
3

5
）

（
0

.0
4

2
）

（
0

.0
4

4
）

（
0

.0
5

2
）

採
点
・
添
削

の
比
率

T
T

2
G

1
8

C
/

総
仕
事
時
間

【
直

近
の
「

通
常

の
一

週
間

」
に

お
い

て
、

あ
な

た
は

、
以

下
の

仕
事

に
合

計
で

お
よ

そ
何

時
間
（

１
時

間
＝

6
0
分

換
算

）
従

事
し

ま
し

た
か

。
C

 生
徒

の
課

題
の
採
点
や
添
削
】

比
率

7
9

6
2

9
0

.0
0

0
0

.1
0

3
0

.1
0

4
0

.0
8

0
0

.0
7

0
0

.1
0

6
0

.0
7

9
0

.0
8

8

1
.0

0
0

（
0

.0
7

7
）

（
0

.0
7

6
）

（
0

.0
6

4
）

（
0

.0
5

6
）

（
0

.0
7

0
）

（
0

.0
5

8
）

（
0

.0
6

6
）

生
徒

へ
の

教
育

相
談

の
比
率

T
T

2
G

1
8

D
/

総
仕
事
時
間

【
直

近
の
「

通
常

の
一

週
間

」
に

お
い

て
、

あ
な

た
は

、
以

下
の

仕
事

に
合

計
で

お
よ

そ
何

時
間

（
１

時
間

＝
6

0
分

換
算

）
従

事
し

ま
し

た
か

。
　

D
. 生

徒
に

対
す

る
教

育
相

談
（

生
徒

の
監

督
指

導
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
る

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
、
進
路
指
導
、

非
行

防
止

指
導

を
含

む
）】

比
率

8
0

8
5

7
0

.0
0

0
0

.0
4

1
0

.0
4

2
0

.0
4

4
0

.0
7

1
0

.0
5

8
0

.0
3

3
0

.0
4

7

0
.8

9
0

（
0

.0
4

7
）

（
0

.0
4

6
）

（
0

.0
4

9
）

（
0

.0
5

4
）

（
0

.0
5

8
）

（
0

.0
5

1
）

（
0

.0
5

7
）

学
校

運
営

業
務

参
画

の
比
率

T
T

2
G

1
8

E
/

総
仕
事
時
間

【
直

近
の
「

通
常

の
一

週
間

」
に

お
い

て
、

あ
な

た
は

、
以

下
の

仕
事

に
合

計
で

お
よ

そ
何

時
間
（

１
時

間
＝

6
0
分

換
算

）
従

事
し

ま
し

た
か

。
　

E
.学

校
運

営
業
務
へ
の
参
画
】

比
率

8
3

5
1

9
0

.0
0

0
0

.0
2

5
0

.0
2

6
0

.0
4

7
0

.0
3

6
0

.0
1

5
0

.0
2

2
0

.0
2

2

0
.8

9
0

（
0

.0
5

8
）

（
0

.0
5

9
）

（
0

.0
7

1
）

（
0

.0
4

4
）

（
0

.0
3

9
）

（
0

.0
4

3
）

（
0

.0
4

9
）

一
般
事
務
業

務
T

T
2

G
1

8
F

/

総
仕
事
時
間

【
直
近
の
「
通
常
の
一
週
間
」
に
お
い
て
、
あ
な
た
は
、
以
下
の
仕
事
に
合
計
で
お
よ

そ
何
時
間（

１
時
間
＝

60
分
換
算
）従

事
し
ま
し
た
か
。
　

F
. 一

般
的
事
務
業
務（

教
員
と
し
て
行
う
連
絡
事
務
、
書
類
作
成
そ
の
他
の
事
務
業
務
を
含
む
）】

比
率

8
0

6
2

0
0

.0
0

0
0

.0
5

4
0

.0
5

6
0

.0
8

8
0

.1
0

5
0

.0
9

8
0

.0
5

2
0

.0
3

8

1
.0

0
0

（
0

.0
5

6
）

（
0

.0
5

6
）

（
0

.0
8

8
）

（
0

.0
8

1
）

（
0

.0
6

7
）

（
0

.0
4

9
）

（
0

.0
5

3
）

保
護

者
と

の
連

絡
や

連
携

T
T

2
G

1
8

G
/

総
仕
事
時
間

【
直

近
の
「

通
常

の
一

週
間

」
に

お
い

て
、

あ
な

た
は

、
以

下
の

仕
事

に
合

計
で

お
よ

そ
何

時
間

（
１

時
間

＝
6

0
分

換
算

）
従

事
し

ま
し

た
か

。
　

G
.保

護
者

と
の
連
絡
や
連
携
】

比
率

8
1

1
1

4
0

.0
0

0
0

.0
2

9
0

.0
2

9
0

.0
2

1
0

.0
3

4
0

.0
3

9
0

.0
2

5
0

.0
4

1

0
.8

1
0

（
0

.0
3

2
）

（
0

.0
3

1
）

（
0

.0
2

3
）

（
0

.0
3

1
）

（
0

.0
3

3
）

（
0

.0
2

2
）

（
0

.0
4

5
）

課
外
活
動
の

指
導

T
T

2
G

1
8

H
/

総
仕
事
時
間

【
直

近
の
「

通
常

の
一

週
間

」
に

お
い

て
、

あ
な

た
は

、
以

下
の

仕
事

に
合

計
で

お
よ

そ
何

時
間
（

１
時

間
＝

6
0
分

換
算

）
従

事
し

ま
し

た
か

。
　

H
. 課

外
活

動
の
指
導
（
例
：
放

課
後

の
ス

ポ
ー

ツ
活

動
や

文
化

活
動

）】
比

率

8
2

0
1

6
0

.0
0

0
0

.0
3

8
0

.0
3

9
0

.1
2

3
0

.0
4

3
0

.0
0

8
0

.0
4

6
0

.0
3

6

1
.0

0
0

（
0

.0
5

8
）

（
0

.0
5

9
）

（
0

.1
0

7
）

（
0

.0
5

0
）

（
0

.0
2

5
）

（
0

.0
7

6
）

（
0

.0
6

3
）

付
表
　
説
明
変
数
の
基
本
統
計
量

変
　
数
　
名

T
A

L
IS

2
0

1
3

の
変
数
名

設
　

　
　

　
　

　
　

問

全
デ

ー
タ

推
　

計
日

　
本

韓
　

国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

米
　

国
メ

キ
シ

コ

度
　

数
最

小
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値

最
大

値
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差

被 説 明 変 数

満
足
度
指
数

T
T

2
G

4
6

A
～

T
T

2
G

4
6

I
の

回
答
か
ら
抽
出

【
最

後
に
、

あ
な

た
が

仕
事

全
般

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
感

じ
て

い
る

か
を

お
尋

ね
し

ま
す
。

以
下

の
こ

と
は

ど
の

程
度

当
て

は
ま

り
ま

す
か

。
A

. 教
員

で
あ

る
こ

と
は
、

悪
い

こ
と

よ
り

、
良

い
こ

と
の

方
が

明
ら

か
に

多
い

　
B

. 
も

う
一

度
仕

事
を

選
べ

る
と

し
た

ら
、

ま
た

教
員

に
な

り
た

い
　

C
. 
可

能
な

ら
、

別
の

学
校

に
異

動
し

た
い

　
D

. 教
員

に
な

っ
た

こ
と

を
後

悔
し

て
い

る
　

E
. 現

在
の

学
校

で
の

仕
事

を
楽

し
ん

で
い

る
　

F
. 
他

の
職

業
を

選
択

し
た

方
が

良
か

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

い
る

　
G

. 自
分

の
学

校
を

良
い

職
場

だ
と

人
に

勧
め

る
こ
と
が
で
き
る
　

H
. 教

職
は

社
会

的
に

高
く

評
価

さ
れ

て
い

る
と

思
う

　
I.  
現

在
の
学
校
で
の
自

分
の

仕
事

の
成

果
に

満
足

し
て

い
る

】
指

数

9
7

2
6

1
－

4
1

8
.3

1
0

.0
0

0
0

.9
1

8
－

4
2

.7
5

9
－

3
8

.7
1

6
－

2
6

.4
0

5
2

3
.3

1
1

6
5

.8
1

1

1
9

9
.1

3
（

1
0

0
.0

0
）

（
9

9
.7

6
）

（
9

9
.4

3
）
（

1
0

4
.6

3
）
（

1
0

3
.4

3
）
（

1
0

4
.0

6
）

（
8

1
.1

2
）

教 員 の 個 人 属 性

男
性

T
T

2
G

0
1

よ
り
作
成

男
性
＝

1
　
そ

れ
以

外
＝

0
1

0
4

3
5

8
0

0
.3

1
9

5
0

.3
1

6
0

.6
1

4
0

.2
9

4
0

.3
3

3
0

.3
2

8
0

.4
8

0

1
（

0
.4

6
6
）

（
0

.4
6

5
）

（
0

.4
8

7
）

（
0

.4
5

6
）

（
0

.4
7

1
）

（
0

.4
7

0
）

（
0

.5
0

0
）

年
齢

T
T

2
G

0
2

年
齢
（
歳
）

1
0

4
2

6
9

1
8

4
2

.5
1

2
4

1
.9

0
8

4
1

.4
5

1
4

2
.0

4
0

4
5

.3
5

5
4

1
.5

8
7

4
0

.8
8

5

7
6
（

1
0

.5
3

8
）
（

1
0

.4
9

2
）
（

1
0

.8
9

1
）

（
9

.2
2

5
）
（

1
0

.4
2

6
）
（

1
1

.2
7

6
）

（
9

.9
4

1
）

現
在

の
雇

用
形

態
－

常
勤

T
T

2
G

0
3

よ
り

作
成

【
あ

な
た

の
教

員
と

し
て

の
現

在
の

雇
用

形
態

は
、

以
下

の
う

ち
ど

れ
で

す
か

。
現

在
複

数
の

学
校

に
勤

務
す

る
場

合
に

は
、

そ
れ

ら
の

労
働

時
間

を
合

算
し

て
お

答
え
く
だ
さ
い
。】

常
勤
（
常
時
勤

務
の

9
0
％

以
上

の
労

働
時

間
）

＝
1
　

そ
れ

以
外

＝
0

1
0

4
3

5
8

0
0

.8
0

0
8

0
.8

1
6

0
.7

8
7

0
.8

2
4

0
.8

9
3

0
.6

8
8

0
.7

5
7

1
（

0
.3

9
9
）

（
0

.3
8

8
）

（
0

.4
1

0
）

（
0

.3
8

1
）

（
0

.3
0

9
）

（
0

.4
6

3
）

（
0

.4
2

9
）

担
当
科
目
（

国
語
）

T
T

2
G

1
5

A

【
今

年
度

に
、

あ
な

た
は

以
下

の
教

科
等

を
こ

の
中

学
校

（
又

は
中

等
教

育
学

校
前
期
課
程
）
で
教

え
ま

し
た

か
。】

は
い

＝
1
　

そ
れ

以
外

＝
0

1
0

4
3

5
8

0
0

.2
7

7
3

0
.2

8
4

0
.1

6
6

0
.3

9
2

0
.3

1
4

0
.3

8
6

0
.2

9
6

1
（

0
.4

4
8
）

（
0

.4
5

1
）

（
0

.3
7

2
）

（
0

.4
8

8
）

（
0

.4
6

4
）

（
0

.4
8

7
）

（
0

.4
5

6
）

担
当
科
目
（

数
学
）

T
T

2
G

1
5

B
1

0
4

3
5

8
0

0
.1

9
9

7
0

.2
1

3
0

.2
2

8
0

.2
5

8
0

.2
9

7
0

.3
0

2
0

.1
9

9

1
（

0
.4

0
0
）

（
0

.4
1

0
）

（
0

.4
2

0
）

（
0

.4
3

8
）

（
0

.4
5

7
）

（
0

.4
5

9
）

（
0

.3
9

9
）

担
当
科
目
（

理
科
）

T
T

2
G

1
5

C
1

0
4

3
5

8
0

0
.2

0
6

4
0

.2
1

8
0

.1
4

9
0

.2
4

9
0

.2
2

9
0

.2
0

7
0

.2
4

7

1
（

0
.4

0
5
）

（
0

.4
1

3
）

（
0

.3
5

6
）

（
0

.4
3

2
）

（
0

.4
2

0
）

（
0

.4
0

5
）

（
0

.4
3

2
）

担
当
科
目
（

社
会
）

T
T

2
G

1
5

D
1

0
4

3
5

8
0

0
.1

9
6

3
0

.2
0

2
0

.1
4

9
0

.2
5

5
0

.1
9

9
0

.1
9

1
0

.2
8

4

1
（

0
.3

9
7
）

（
0

.4
0

1
）

（
0

.3
5

6
）

（
0

.4
3

6
）

（
0

.3
9

9
）

（
0

.3
9

3
）

（
0

.4
5

1
）

担
当
科
目（

外
国
語
）

T
T

2
G

1
5

E
1

0
4

3
5

8
0

0
.1

7
5

5
0

.1
8

6
0

.1
8

4
0

.1
8

3
0

.3
3

5
0

.0
4

9
0

.1
1

7

1
（

0
.3

8
0
）

（
0

.3
8

9
）

（
0

.3
8

8
）

（
0

.3
8

7
）

（
0

.4
7

2
）

（
0

.2
1

5
）

（
0

.3
2

2
）

担
当
科
目
（

技
術
）

T
T

2
G

1
5

G
1

0
4

3
5

8
0

0
.1

2
1

2
0

.1
3

2
0

.0
6

3
0
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8

9
0

.1
4

8
0
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8

9
0

.2
0

9

1
（

0
.3

2
6
）

（
0
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3

8
）

（
0
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4

3
）

（
0

.3
9

2
）

（
0

.3
5

5
）

（
0

.3
9

2
）

（
0

.4
0

7
）

担
当

科
目
（

音
楽
・

美
術
）

T
T

2
G

1
5

H
1

0
4

3
5

8
0

0
.1

5
1

2
0

.1
5

3
0

.1
0

1
0

.2
3

6
0

.1
8

2
0
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4

7
0
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6
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1
（

0
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5
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）
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0
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6
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）
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）

（
0
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2

5
）

（
0
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8

6
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（
0
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）
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0
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6
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）

担
当

科
目
（

保
健

体
育
）

T
T

2
G

1
5

I
1

0
4

3
5

8
0

0
.1

2
6

6
0

.1
2

9
0

.1
2

9
0

.2
2

0
0

.0
8

9
0

.1
1

9
0

.1
1

8

1
（

0
.3

3
2
）

（
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5
）

（
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3

6
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0
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1
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0
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（
0
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2

4
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（
0

.3
2

3
）
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変
　
数
　

名
T

A
L

IS
2

0
1

3

の
変
数
名

設
　

　
　

　
　

　
　

問

全
デ

ー
タ

推
　

計
日

　
本

韓
　

国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

米
　

国
メ

キ
シ

コ

度
　

数
最

小
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値

最
大

値
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差

教 員 の 勤 務 時 間

学
校

で
の

総
仕

事
時

間
T

T
2

G
1

6

【
直

近
の
「

通
常

の
一

週
間

」
に

お
い

て
、

指
導

（
授

業
）、

授
業

準
備

、
採

点
、

他
の

教
員

と
の

共
同

作
業

、
職

員
会

議
へ

の
参

加
、

そ
の

他
あ

な
た

の
学

校
で

求
め

ら
れ

て
い

る
仕

事
に

、
合

計
で

お
よ

そ
何

時
間

（
１

時
間

＝
6

0
分

換
算

）
従

事
し
ま
し
た
か
。「

通
常

の
一

週
間

」と
は

、休
暇

や
休

日
、病

気
休

業
な

ど
に

よ
っ

て
勤

務
時

間
が

短
く

な
ら

な
か

っ
た

一
週

間
の

こ
と

を
指

し
ま

す
。

週
末

や
夜

間
な
ど
就
業
時
間
外

に
行

っ
た

仕
事

を
含

み
ま

す
。】

時
間

1
0

1
4

9
9

0
3

8
.4

4
0

3
9

.2
3

0
5

4
.6

1
0

3
7

.6
3

0
4

2
.9

2
0

4
4

.7
2

0
3

3
.2

8
0

1
1

2
（

1
6

.8
3

6
）
（

1
6

.5
8

0
）
（

1
7

.7
0

5
）
（

1
7

.1
6

6
）
（

1
0

.0
0

9
）
（

1
7

.6
1

9
）
（

1
9

.2
9

9
）

授
業
の
比
率

T
T

2
G

1
7

/
総

仕
事
時
間

【
こ
の
合
計
の
う

ち
、直

近
の
「

通
常

の
一

週
間

」
に

お
い

て
、お

よ
そ

何
時

間
（

１
時

間
＝

6
0
分

換
算

）
指

導
（

授
業

）
し

ま
し

た
か

。
実

際
の

指
導

（
授

業
）

時
間
の
み
を
計
算
し

て
く

だ
さ

い
。】

比
率

7
9

1
0

1
0

.0
0

0
0

.4
5

8
0

.4
5

6
0

.3
3

8
0

.4
0

9
0

.4
1

0
0

.4
7

3
0

.5
1

4

1
.0

0
0

（
0

.1
6

5
）

（
0

.1
6

3
）

（
0

.1
3

5
）

（
0

.1
4

9
）

（
0

.1
1

3
）

（
0

.1
6

7
）

（
0

.1
8

9
）

授
業

計
画
・

準
備

の
比
率

T
T

2
G

1
8

A
/

総
仕
事
時
間

【
直

近
の
「

通
常

の
一

週
間

」
に

お
い

て
、

あ
な

た
は

、
以

下
の

仕
事

に
合

計
で

お
よ

そ
何

時
間
（

１
時

間
＝

6
0
分

換
算

）
従

事
し

ま
し

た
か

。
　

A
. 学

校
内

外
で
個
人
で
行
う
授

業
の

計
画

や
準

備
】

比
率

7
9

1
7

0
0

.0
0

0
0

.1
5

0
0

.1
5

1
0

.1
5

2
0

.1
3

9
0
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5

2
0

.1
1

7
0
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3

7

0
.8
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0

（
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.0
9

0
）

（
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.0
8

9
）

（
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.1
0
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）

（
0

.0
8

3
）

（
0

.0
7

8
）

（
0

.0
7

5
）

（
0

.0
8

4
）

同
僚

と
の

共
同

作
業

の
比
率

T
T

2
G

1
8

B
/

総
仕
事
時
間

【
直

近
の
「

通
常

の
一

週
間

」
に

お
い

て
、

あ
な

た
は

、
以

下
の

仕
事

に
合

計
で

お
よ

そ
何

時
間

（
１

時
間

＝
6

0
分

換
算

）
従

事
し

ま
し

た
か

。
　

B
. 学

校
内

で
の
同
僚
と
の
共
同

作
業

や
話

し
合

い
】

比
率

7
9

9
4

0
0

.0
0

0
0

.0
5

8
0

.0
5

9
0

.0
6

6
0

.0
5

3
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.0
7

7
0

.0
5

1
0

.0
4

6

1
.0

0
0

（
0

.0
4

5
）

（
0

.0
4

5
）

（
0

.0
5

0
）

（
0

.0
3

5
）

（
0

.0
4

2
）

（
0

.0
4

4
）

（
0

.0
5

2
）

採
点
・
添
削

の
比
率

T
T

2
G

1
8

C
/

総
仕
事
時
間

【
直

近
の
「

通
常

の
一

週
間

」
に

お
い

て
、

あ
な

た
は

、
以

下
の

仕
事

に
合

計
で

お
よ

そ
何

時
間
（

１
時

間
＝

6
0
分

換
算

）
従

事
し

ま
し

た
か

。
C

 生
徒

の
課

題
の
採
点
や
添
削
】

比
率

7
9

6
2

9
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.0
0

0
0

.1
0

3
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.0
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0
0
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7

0
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1
8

D
/

総
仕
事
時
間

【
直

近
の
「

通
常

の
一

週
間

」
に

お
い

て
、

あ
な

た
は

、
以

下
の

仕
事

に
合

計
で

お
よ

そ
何

時
間

（
１

時
間

＝
6

0
分

換
算

）
従

事
し

ま
し

た
か

。
　

D
. 生

徒
に

対
す

る
教

育
相

談
（

生
徒

の
監

督
指

導
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
る

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
、
進
路
指
導
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指
導
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）】

比
率
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事
時
間
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直
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の
「

通
常

の
一

週
間

」
に

お
い
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、

あ
な

た
は

、
以

下
の

仕
事

に
合

計
で

お
よ

そ
何

時
間
（
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時

間
＝

6
0
分

換
算
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従

事
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か
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事
務
業
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1

8
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/

総
仕
事
時
間

【
直
近
の
「
通
常
の
一
週
間
」
に
お
い
て
、
あ
な
た
は
、
以
下
の
仕
事
に
合
計
で
お
よ

そ
何
時
間（

１
時
間
＝

60
分
換
算
）従

事
し
ま
し
た
か
。
　

F
. 一

般
的
事
務
業
務（

教
員
と
し
て
行
う
連
絡
事
務
、
書
類
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の
他
の
事
務
業
務
を
含
む
）】

比
率
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仕
事
時
間

【
直

近
の
「

通
常

の
一

週
間

」
に

お
い

て
、

あ
な

た
は

、
以

下
の

仕
事

に
合

計
で

お
よ

そ
何

時
間

（
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時
間

＝
6

0
分

換
算

）
従
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し

ま
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た
か
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の
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導
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1
8
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仕
事
時
間

【
直

近
の
「

通
常

の
一

週
間

」
に

お
い

て
、

あ
な

た
は

、
以

下
の

仕
事

に
合

計
で

お
よ

そ
何

時
間
（

１
時

間
＝

6
0
分

換
算

）
従

事
し

ま
し

た
か

。
　

H
. 課

外
活

動
の
指
導
（
例
：
放

課
後

の
ス

ポ
ー

ツ
活

動
や

文
化

活
動

）】
比

率

8
2
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1
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3
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3
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付
表
　
説
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変
数
の
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計
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変
　
数
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変
数
名

設
　

　
　

　
　

　
　

問

全
デ

ー
タ

推
　

計
日

　
本

韓
　

国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

米
　

国
メ

キ
シ

コ

度
　

数
最

小
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値

最
大

値
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差

被 説 明 変 数

満
足
度
指
数

T
T

2
G

4
6

A
～

T
T

2
G

4
6

I
の

回
答
か
ら
抽
出

【
最

後
に
、

あ
な

た
が

仕
事

全
般

に
つ

い
て

ど
の

よ
う

に
感

じ
て

い
る

か
を

お
尋

ね
し

ま
す
。

以
下

の
こ

と
は

ど
の

程
度

当
て

は
ま

り
ま

す
か

。
A

. 教
員

で
あ

る
こ

と
は
、

悪
い

こ
と

よ
り

、
良

い
こ

と
の

方
が

明
ら

か
に

多
い

　
B

. 
も

う
一

度
仕

事
を

選
べ

る
と

し
た

ら
、

ま
た

教
員

に
な

り
た

い
　

C
. 
可

能
な

ら
、

別
の

学
校

に
異

動
し

た
い

　
D

. 教
員

に
な

っ
た

こ
と

を
後

悔
し

て
い

る
　

E
. 現

在
の

学
校

で
の

仕
事

を
楽

し
ん

で
い

る
　

F
. 
他

の
職

業
を

選
択

し
た

方
が

良
か

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

い
る

　
G

. 自
分

の
学

校
を

良
い

職
場

だ
と

人
に

勧
め

る
こ
と
が
で
き
る
　

H
. 教

職
は

社
会

的
に

高
く

評
価

さ
れ

て
い

る
と

思
う

　
I . 
現

在
の
学
校
で
の
自

分
の

仕
事

の
成

果
に

満
足

し
て

い
る

】
指

数
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）
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）

年
齢

T
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2
G
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2

年
齢
（
歳
）

1
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4
2
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1
8
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2
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2
4

1
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1
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）
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1
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1
）

現
在

の
雇

用
形

態
－

常
勤

T
T

2
G

0
3

よ
り
作
成

【
あ

な
た

の
教

員
と

し
て

の
現

在
の

雇
用

形
態

は
、

以
下

の
う

ち
ど

れ
で

す
か

。
現

在
複

数
の

学
校

に
勤

務
す

る
場

合
に

は
、

そ
れ

ら
の

労
働

時
間

を
合

算
し

て
お

答
え
く
だ
さ
い
。】

常
勤
（
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時
勤

務
の

9
0
％
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労

働
時

間
）

＝
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5
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0

0
8

0
.8

1
6

0
.7

8
7

0
.8

2
4

0
.8

9
3

0
.6

8
8

0
.7

5
7

1
（

0
.3

9
9
）

（
0

.3
8

8
）

（
0

.4
1

0
）

（
0

.3
8

1
）

（
0

.3
0

9
）

（
0

.4
6

3
）

（
0

.4
2

9
）

担
当
科
目
（

国
語
）

T
T

2
G

1
5

A

【
今

年
度

に
、

あ
な

た
は

以
下

の
教

科
等

を
こ

の
中

学
校

（
又

は
中

等
教

育
学

校
前
期
課
程
）
で
教

え
ま

し
た

か
。】

は
い

＝
1
　

そ
れ

以
外

＝
0

1
0

4
3

5
8

0
0

.2
7

7
3

0
.2

8
4

0
.1

6
6

0
.3

9
2

0
.3

1
4

0
.3

8
6

0
.2

9
6

1
（

0
.4

4
8
）

（
0

.4
5

1
）

（
0

.3
7

2
）

（
0

.4
8

8
）

（
0

.4
6

4
）

（
0

.4
8

7
）

（
0

.4
5

6
）

担
当
科
目
（

数
学
）

T
T

2
G

1
5

B
1

0
4

3
5

8
0

0
.1

9
9

7
0

.2
1

3
0

.2
2

8
0

.2
5

8
0

.2
9

7
0

.3
0

2
0

.1
9

9

1
（

0
.4

0
0
）

（
0

.4
1

0
）

（
0

.4
2

0
）

（
0

.4
3

8
）

（
0

.4
5

7
）

（
0

.4
5

9
）

（
0

.3
9

9
）

担
当
科
目
（

理
科
）

T
T

2
G

1
5

C
1

0
4

3
5

8
0

0
.2

0
6

4
0

.2
1

8
0

.1
4

9
0

.2
4

9
0

.2
2

9
0

.2
0

7
0

.2
4

7

1
（

0
.4

0
5
）

（
0

.4
1

3
）

（
0

.3
5

6
）

（
0

.4
3

2
）

（
0

.4
2

0
）

（
0

.4
0

5
）

（
0

.4
3

2
）

担
当
科
目
（

社
会
）

T
T

2
G

1
5

D
1

0
4

3
5

8
0

0
.1

9
6

3
0

.2
0

2
0

.1
4

9
0

.2
5

5
0

.1
9

9
0

.1
9

1
0

.2
8

4

1
（

0
.3

9
7
）

（
0

.4
0

1
）

（
0

.3
5

6
）

（
0

.4
3

6
）

（
0

.3
9

9
）

（
0

.3
9

3
）

（
0

.4
5

1
）

担
当
科
目（

外
国
語
）

T
T

2
G

1
5

E
1

0
4

3
5

8
0

0
.1

7
5

5
0

.1
8

6
0

.1
8

4
0

.1
8

3
0

.3
3

5
0

.0
4

9
0

.1
1

7

1
（

0
.3

8
0
）

（
0

.3
8

9
）

（
0

.3
8

8
）

（
0

.3
8

7
）

（
0

.4
7

2
）

（
0

.2
1

5
）

（
0

.3
2

2
）

担
当
科
目
（

技
術
）

T
T

2
G

1
5

G
1

0
4

3
5

8
0

0
.1

2
1

2
0

.1
3

2
0

.0
6

3
0

.1
8

9
0

.1
4

8
0

.1
8

9
0

.2
0

9

1
（

0
.3

2
6
）

（
0

.3
3

8
）

（
0

.2
4

3
）

（
0

.3
9

2
）

（
0

.3
5

5
）

（
0

.3
9

2
）

（
0

.4
0

7
）

担
当

科
目
（

音
楽
・

美
術
）

T
T

2
G

1
5

H
1

0
4

3
5

8
0

0
.1

5
1

2
0

.1
5

3
0

.1
0

1
0

.2
3

6
0

.1
8

2
0

.1
4

7
0

.1
6

2

1
（

0
.3

5
8
）

（
0

.3
6

0
）

（
0

.3
0

2
）

（
0

.4
2

5
）

（
0

.3
8

6
）

（
0

.3
5

4
）

（
0

.3
6

9
）

担
当

科
目
（

保
健

体
育
）

T
T

2
G

1
5

I
1

0
4

3
5

8
0

0
.1

2
6

6
0

.1
2

9
0

.1
2

9
0

.2
2

0
0

.0
8

9
0

.1
1

9
0

.1
1

8

1
（

0
.3

3
2
）

（
0

.3
3

5
）

（
0

.3
3

6
）

（
0

.4
1

4
）

（
0

.2
8

4
）

（
0

.3
2

4
）

（
0

.3
2

3
）

― 125 ―

日本の中学校教員の満足度



変
　
数
　
名

T
A

L
IS

2
0

1
3

の
変
数
名

設
　

　
　

　
　

　
　

問

全
デ

ー
タ

推
　

計
日

　
本

韓
　

国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

米
　

国
メ

キ
シ

コ

度
　

数
最

小
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値

最
大

値
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差

学 校 環 境 （ 客 観 指 標 ）

特
別

支
援

生
徒

比
率

10
以
上

T
C

2
G

1
5

B

【
あ

な
た

の
学

校
に

お
い

て
、

以
下

の
特

性
を

持
つ

生
徒

の
割

合
を

推
定

し
て

く

だ
さ

い
。

な
お
、

中
等

教
育

学
校

の
場

合
は

、
前

期
課

程
（

中
学

校
段

階
）

に
つ

い
て
、

以
下

の
特

性
を

持
つ

生
徒

の
お

よ
そ

の
割

合
を

推
定

し
て

く
だ

さ
い

。
　

B
. 特

別
な
支
援
を

要
す

る
生

徒
】 

1
1
％

以
上

＝
1
　

そ
れ

以
外

＝
0

1
0

4
3

5
8

0
0

.0
8

0
0

0
.0

8
5

0
.0

8
1

0
.0

7
5

0
.0

7
7

0
.0

7
6

0
.0

9
6

1
（

0
.2

7
1
）

（
0

.2
7

9
）

（
0

.2
7

2
）

（
0

.2
6

3
）

（
0

.2
6

7
）

（
0

.2
6

5
）

（
0

.2
9

4
）

困
難

家
庭

環
境

生
徒

比
率

T
C

2
G

1
5

C

【
あ

な
た

の
学

校
に

お
い

て
、

以
下

の
特

性
を

持
つ

生
徒

の
割

合
を

推
定

し
て

く

だ
さ

い
。

な
お
、

中
等

教
育

学
校

の
場

合
は

、
前

期
課

程
（

中
学

校
段

階
）

に
つ

い
て
、

以
下

の
特

性
を

持
つ

生
徒

の
お

よ
そ

の
割

合
を

推
定

し
て

く
だ

さ
い

。
　

C
. 社

会
経
済
的
に

困
難

な
家

庭
環

境
に

あ
る

生
徒

】

3
1
％
以
上
＝

1
　

そ
れ

以
外

＝
0

1
0

4
3

5
8

0
0

.4
8

1
4

0
.5

0
9

0
.4

9
6

0
.4

8
0

0
.4

9
4

0
.4

8
9

0
.4

6
8

1
（

0
.5

0
0
）

（
0

.5
0

0
）

（
0

.5
0

0
）

（
0

.5
0

0
）

（
0

.5
0

0
）

（
0

.5
0

0
）

（
0

.4
9

9
）

頻
度
－
生
徒

の
欠
席

T
C

2
G

3
2

B

【
あ

な
た

の
学

校
で

は
、

以
下

の
こ

と
が

ど
の

く
ら

い
の

頻
度

で
起

こ
っ

て
い

ま

す
か
。

あ
な

た
の

学
校

の
生

徒
に

よ
る

も
の

：
B

. 
欠

席
（

正
当

な
理

由
の

な
い

欠
席
）】

な
し
＝

1
　

ま
れ

に
＝

2
　

毎
月

＝
3
　

毎
週

＝
4
　

毎
日

＝
5

9
6

0
1

8
1

2
.6

8
0

0
2

.6
6

0
2

.6
3

0
2

.5
9

0
2

.5
7

0
2

.5
9

0
2

.6
6

0

5
（

1
.1

3
3
）

（
1

.1
2

3
）

（
1

.1
1

0
）

（
1

.0
6

9
）

（
1

.0
7

6
）

（
1

.1
2

8
）

（
1

.1
5

4
）

頻
度
－
カ
ン

ニ
ン
グ

T
C

2
G

3
2

C

【
あ

な
た

の
学

校
で

は
、

以
下

の
こ

と
が

ど
の

く
ら

い
の

頻
度

で
起

こ
っ

て
い

ま

す
か
。
あ
な
た
の

学
校

の
生

徒
に

よ
る

も
の

：
C

. カ
ン

ニ
ン

グ
】

な
し
＝

1
　
ま
れ

に
＝

2
　

毎
月

＝
3
　

毎
週

＝
4
　

毎
日

＝
5

9
5

7
3

0
1

1
.8

8
0

0
1

.8
4

0
1

.7
9

0
1

.7
4

0
1

.7
7

0
1

.7
0

0
1

.7
9

0

5
（

0
.7

0
3
）

（
0

.6
3

3
）

（
0

.5
1

9
）

（
0

.4
7

5
）

（
0

.5
3

0
）

（
0

.4
9

0
）

（
0

.5
3

3
）

頻
度

－
生

徒
の

暴
力
・
い
じ
め

T
C

2
G

3
2

D
～

T
C

2
G

3
2

G
の

和

【
あ

な
た

の
学

校
で

は
、

以
下

の
こ

と
が

ど
の

く
ら

い
の

頻
度

で
起

こ
っ

て
い

ま

す
か
。

あ
な

た
の

学
校

の
生

徒
に

よ
る

も
の

：
D

. 器
物

損
壊

　
E

. 生
徒

間
の

脅

迫
又

は
暴

言
（

も
し

く
は

他
の

形
態

の
非

身
体

的
い

じ
め

）、
F

. 生
徒

間
の

暴
力

に
よ
る
身
体
的
危

害
 、

G
. 教

職
員

へ
の

脅
迫

又
は

暴
言

 】

な
し
＝

1
　
ま
れ

に
＝

2
　

毎
月

＝
3
　

毎
週

＝
4
　

毎
日

＝
5

9
6

1
8

5
1

1
.9

2
9

3
1

.9
0

5
1

.8
7

9
1

.8
6

3
1

.8
5

9
1

.8
2

0
1

.8
7

0

5
（

0
.5

4
1
）

（
0

.5
0

7
）

（
0

.4
6

1
）

（
0

.4
1

2
）

（
0

.4
5

8
）

（
0

.4
2

5
）

（
0

.4
9

1
）

頻
度

－
ド

ラ
ッ

グ
・

飲
酒

T
C

2
G

3
2

H

【
あ

な
た

の
学

校
で

は
、

以
下

の
こ

と
が

ど
の

く
ら

い
の

頻
度

で
起

こ
っ

て
い

ま

す
か
。

あ
な

た
の

学
校

の
生

徒
に

よ
る

も
の

：
H

. ド
ラ

ッ
グ

の
使

用
・

所
持

や

飲
酒

 】
な
し
＝

1
　

ま
れ

に
＝

2
　

毎
月

＝
3
　

毎
週

＝
4
　

毎
日

＝
5

9
6

1
2

8
1

1
.2

6
0

0
1

.2
3

0
1

.1
8

0
1

.1
4

0
1

.1
7

0
1

.1
9

0
1

.1
8

0

5
（

0
.5

8
0
）

（
0

.5
1

7
）

（
0

.4
5

0
）

（
0

.3
4

5
）

（
0

.4
2

4
）

（
0

.3
8

9
）

（
0

.4
7

8
）

頻
度
－
教
員

の
欠
勤

T
C

2
G

3
2

J

【
あ

な
た

の
学

校
で

は
、

以
下

の
こ

と
が

ど
の

く
ら

い
の

頻
度

で
起

こ
っ

て
い

ま

す
か
。

あ
な

た
の

学
校

の
教

員
に

よ
る

も
の

：
I. 
遅

刻
、

J.
 欠

勤
（

正
当

な
理

由

の
な
い
欠
勤
）】

な
し

＝
1
　

ま
れ

に
＝

2
　

毎
月

＝
3
　

毎
週

＝
4
　

毎
日

＝
5

9
5

6
3

3
1

1
.4

7
0

0
1

.4
1

0
1

.3
3

0
1

.3
1

0
1

.3
3

0
1

.3
3

0
1

.3
5

0

5
（

0
.7

4
7
）

（
0

.6
7

5
）

（
0

.5
7

2
）

（
0

.4
6

1
）

（
0

.5
2

4
）

（
0

.5
3

3
）

（
0

.5
8

3
）

学
校
と
地
域

の
連
携

T
C

2
G

3
0

B

【
あ

な
た

の
学

校
で

は
、

以
下

の
こ

と
が

ど
の

程
度

当
て

は
ま

る
と

思
い

ま
す

か
。

　
B

. 学
校
と
地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

と
の

間
で

緊
密

な
連

携
を

図
っ

て
い

る
】

ま
っ

た
く

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

1
　

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

2
　

当
て

は
ま

る
＝

3

非
常
に
良
く
当

て
は

ま
る

＝
4

9
5

8
2

0
1

3
.0

7
0

0
3

.0
8

0
3

.1
0

0
3

.1
2

0
3

.0
8

0
3

.1
1

0
3

.0
9

0

4
（

0
.5

6
7
）

（
0

.5
5

7
）

（
0

.5
4

0
）

（
0

.5
2

9
）

（
0

.5
4

0
）

（
0

.5
1

6
）

（
0

.5
4

3
）

変
　
数
　
名

T
A

L
IS

2
0

1
3

の
変
数
名

設
　

　
　

　
　

　
　

問

全
デ

ー
タ

推
　

計
日

　
本

韓
　

国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

米
　

国
メ

キ
シ

コ

度
　

数
最

小
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値

最
大

値
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差

（ 主 観 ） 学 校 環 境

雰
囲

気
－

教
職

員
意

思
決
定
参
加

T
T

2
G

4
4

A

【
あ

な
た

の
学

校
に

つ
い

て
、

以
下

の
こ

と
は

ど
の

程
度

当
て

は
ま

り
ま

す
か

。
　

A
. 通

常
、

教
員

と
生

徒
は

互
い

に
良

好
な

関
係

に
あ

る
 】

ま
っ

た
く

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

1
　

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

2
　

当
て

は
ま

る
＝

3
　

非
常

に
良

く
当

て
は
ま
る
＝

4

1
0

0
0

8
7

1
2

.8
0

0
0

2
.8

0
0

2
.7

9
0

2
.6

1
0

2
.7

8
0

2
.7

0
0

2
.5

3
0

4
（

0
.7

1
8
）

（
0

.7
0

7
）

（
0

.6
1

0
）

（
0

.7
3

9
）

（
0

.6
8

8
）

（
0

.7
5

8
）

（
0

.8
9

7
）

雰
囲

気
－

生
徒

と
教

員
の
関
係
良
好

T
T

2
G

4
5

A

【
あ

な
た

の
学

校
に

つ
い

て
、

以
下

の
こ

と
は

ど
の

程
度

当
て

は
ま

り
ま

す
か

。
　

A
. 教

職
員

が
、

学
校

の
意

思
決

定
に

積
極

的
に

参
加

す
る

機
会

を
提

供
し

て
い

る
】

ま
っ

た
く

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

1
　

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

2
　

当
て

は
ま

る
＝

3
　
非
常
に

良
く

当
て

は
ま

る
＝

4

1
0

0
5

0
3

1
3

.1
8

0
0

3
.1

9
0

3
.1

1
0

3
.1

4
0

3
.4

1
0

3
.1

9
0

3
.1

1
0

4
（

0
.5

3
3
）

（
0

.5
2

5
）

（
0

.4
5

3
）

（
0

.4
9

0
）

（
0

.5
1

8
）

（
0

.5
4

4
）

（
0

.6
2

4
）

雰
囲

気
－

学
校

が
生

徒
を
支
援

T
T

2
G

4
5

D

【
あ

な
た

の
学

校
に

つ
い

て
、

以
下

の
こ

と
は

ど
の

程
度

当
て

は
ま

り
ま

す
か

。
　

D
. 
生

徒
が

特
別

な
援

助
を

必
要

と
し

て
い

る
時

、
学

校
は

支
援

し
て

い
る

】
ま

っ
た

く
当

て
は

ま
ら

な
い

＝
1
　

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

2
　

当
て

は
ま

る
＝

3
 

　
常
に
良
く
当

て
は

ま
る

＝
4

1
0

0
2

2
5

1
3

.1
8

0
0

3
.2

0
0

3
.1

6
0

2
.8

5
0

2
.9

2
0

3
.3

6
0

2
.8

2
0

4
（

0
.6

5
2
）

（
0

.6
3

7
）

（
0

.5
1

8
）

（
0

.6
5

8
）

（
0

.7
4

9
）

（
0

.5
8

2
）

（
0

.8
3

0
）

組
織
内
指
導

者
あ
り

T
T

2
G

2
0

A
よ

り
作
成

【
あ

な
た

は
、

現
在

、
組

織
内

指
導

（
メ

ン
タ

リ
ン

グ
）

に
参

加
し

て
い

ま
す

か
。

こ
こ

で
い

う
組

織
内

指
導

は
、

あ
な

た
の

学
校

の
教

員
に

よ
っ

て
、

又
は

あ
な

た
の

学
校

の
教

員
の

た
め

に
行

わ
れ

る
組

織
内

指
導

を
指

す
も

の
と

し
ま

す
。

教
育

実
習

中
の

学
生

の
た

め
の

も
の

は
含

み
ま

せ
ん

。
　

A
. 現

在
、

自
分

を
支

援
し

て
く
れ
る
組
織
内

指
導

者
（

メ
ン

タ
ー

）
が

い
る

】
は

い
＝

1
　

そ
れ

以
外

＝
0

1
0

4
3

5
8

0
0

.1
4

2
3

0
.1

3
9

5
0

.3
2

5
0

.1
8

5
0

.0
3

4
0

.1
2

5
0

.1
5

7

1
（

0
.3

4
9
）

（
0

.3
4

6
）

（
0

.4
6

9
）

（
0

.3
8

8
）

（
0

.1
8

0
）

（
0

.3
3

0
）

（
0

.3
6

4
）

人
口

－
1
万

5
千

～
10

万
人

T
C

2
G

0
9

人
口

1
万

5
,0

0
0
人

を
超

え
、

1
0
万

人
以

下
の

市
町

村
＝

1
　

 そ
れ

以
外

＝
0

9
7

2
9

4
0

0
.0

7
0

0
.0

5
6

1
0

.0
3

2
0

.0
3

7
0

.0
3

0
0

.0
4

4
0

.0
2

8

1
（

0
.2

5
5
）

（
0

.2
3

0
）

（
0

.1
7

5
）

（
0

.1
8

8
）

（
0

.1
6

9
）

（
0

.2
0

6
）

（
0

.1
6

6
）

人
口

－
10

～
10

0

万
人

T
C

2
G

0
9

人
口

1
0
万
人
を

超
え

、
1

0
0
万

人
以

下
の

市
町

村
＝

1
　

 そ
れ

以
外

＝
0

9
7

2
9

4
0

0
.3

0
5

6
0

.3
0

7
0

.3
1

3
0

.3
5

9
0

.3
0

5
0

.3
1

0
0

.3
1

2

1
（

0
.4

6
1
）

（
0

.4
6

1
）

（
0

.4
6

4
）

（
0

.4
8

0
）

（
0

.4
6

1
）

（
0

.4
6

3
）

（
0

.4
6

3
）

人
口

－
10

0
万

人
超
え

T
C

2
G

0
9

人
口

1
0

0
万
人
を

超
え

る
市

町
村

（
東

京
2

3
区

を
含

む
）

＝
1

 そ
れ
以
外
＝

0

9
7

2
9

4
0

0
.4

0
6

3
0

.4
3

1
0

.4
6

1
0

.4
8

6
0

.4
6

1
0

.4
4

5
0

.4
7

6

1
（

0
.4

9
1
）

（
0

.4
9

5
）

（
0

.4
9

9
）

（
0

.5
0

0
）

（
0

.4
9

9
）

（
0

.4
9

7
）

（
0

.5
0

0
）

在
学
者
数

T
C

2
G

1
4

現
在
の
全
学
年
の

在
学

者
数

（
人

）
9

6
5

0
8

0
（

8
1

6
.8
）

（
8

0
6

.5
）

（
8

0
8

.8
）

（
8

4
0

.2
）

（
8

0
8

.7
）

（
7

2
0

.1
）

（
8

4
5

.9
）

3
3

8
7

（
4

0
9

.0
）

（
4

0
3

.7
）

（
4

0
8

.9
）

（
3

5
2

.2
）

（
4

1
2

.6
）

（
3

5
3

.8
）

（
4

0
4

.2
）

生
徒

一
人

あ
た

り
の

教
員
数

T
C

2
G

1
2

A
/

T
C

2
G

1
4

T
C

2
G

1
2

A
：

教
員

数
（

生
徒

へ
の

指
導

を
主

た
る

業
務

と
す

る
者

）
／

在
学

者
数
（
比
率
）

9
5

6
6

3
0

.0
0

3
4

0
.0

6
6

0
0

.0
6

6
0

.0
6

6
0

.0
5

8
0

.0
6

6
0

.0
6

7
0

.0
6

4

1
5

（
0

.1
4

2
）

（
0

.1
2

4
）

（
0

.0
3

5
）

（
0

.0
2

4
）

（
0

.0
3

6
）

（
0

.0
3

6
）

（
0

.0
3

2
）

特
別

支
援

生
徒

比
率

1
～

10
T

C
2

G
1

5
B

【
あ

な
た

の
学

校
に

お
い

て
、

以
下

の
特

性
を

持
つ

生
徒

の
割

合
を

推
定

し
て

く
だ

さ
い
。

な
お
、

中
等

教
育

学
校

の
場

合
は

、
前

期
課

程
（

中
学

校
段

階
）

に
つ

い
て
、

以
下

の
特

性
を

持
つ

生
徒

の
お

よ
そ

の
割

合
を

推
定

し
て

く
だ

さ
い

。
B

. 

特
別
な
支
援
を

要
す

る
生

徒
】

1
％

～
1

0
％

＝
1
　

そ
れ

以
外

＝
0

1
0

4
3

5
8

0
0

.7
8

9
0

.8
5

0
0

.8
5

9
0

.8
6

5
0

.8
5

9
0

.8
6

6
0

.8
3

2

1
（

0
.4

0
8
）

（
0

.3
5

7
）

（
0

.3
4

8
）

（
0

.3
4

2
）

（
0

.3
4

8
）

（
0

.3
4

1
）

（
0

.3
7

4
）

― 126 ―

山梨国際研究　山梨県立大学国際政策学部紀要　No.10（2015）



変
　
数
　
名

T
A

L
IS

2
0

1
3

の
変
数
名

設
　

　
　

　
　

　
　

問

全
デ

ー
タ

推
　

計
日

　
本

韓
　

国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

米
　

国
メ

キ
シ

コ

度
　

数
最

小
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値

最
大

値
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差

学 校 環 境 （ 客 観 指 標 ）

特
別

支
援

生
徒

比
率

10
以
上

T
C

2
G

1
5

B

【
あ

な
た

の
学

校
に

お
い

て
、

以
下

の
特

性
を

持
つ

生
徒

の
割

合
を

推
定

し
て

く

だ
さ

い
。

な
お
、

中
等

教
育

学
校

の
場

合
は

、
前

期
課

程
（

中
学

校
段

階
）

に
つ

い
て
、

以
下

の
特

性
を

持
つ

生
徒

の
お

よ
そ

の
割

合
を

推
定

し
て

く
だ

さ
い

。
　

B
. 特

別
な
支
援
を

要
す

る
生

徒
】 

1
1
％

以
上

＝
1
　

そ
れ

以
外

＝
0

1
0

4
3

5
8

0
0

.0
8

0
0

0
.0

8
5

0
.0

8
1

0
.0

7
5

0
.0

7
7

0
.0

7
6

0
.0

9
6

1
（

0
.2

7
1
）

（
0

.2
7

9
）

（
0

.2
7

2
）

（
0

.2
6

3
）

（
0

.2
6

7
）

（
0

.2
6

5
）

（
0

.2
9

4
）

困
難

家
庭

環
境

生
徒

比
率

T
C

2
G

1
5

C

【
あ

な
た

の
学

校
に

お
い

て
、

以
下

の
特

性
を

持
つ

生
徒

の
割

合
を

推
定

し
て

く

だ
さ

い
。

な
お
、

中
等

教
育

学
校

の
場

合
は

、
前

期
課

程
（

中
学

校
段

階
）

に
つ

い
て
、

以
下

の
特

性
を

持
つ

生
徒

の
お

よ
そ

の
割

合
を

推
定

し
て

く
だ

さ
い

。
　

C
. 社

会
経
済
的
に

困
難

な
家

庭
環

境
に

あ
る

生
徒

】

3
1
％
以
上
＝

1
　

そ
れ

以
外

＝
0

1
0

4
3

5
8

0
0

.4
8

1
4

0
.5

0
9

0
.4

9
6

0
.4

8
0

0
.4

9
4

0
.4

8
9

0
.4

6
8

1
（

0
.5

0
0
）

（
0

.5
0

0
）

（
0

.5
0

0
）

（
0

.5
0

0
）

（
0

.5
0

0
）

（
0

.5
0

0
）

（
0

.4
9

9
）

頻
度
－
生
徒

の
欠
席

T
C

2
G

3
2

B

【
あ

な
た

の
学

校
で

は
、

以
下

の
こ

と
が

ど
の

く
ら

い
の

頻
度

で
起

こ
っ

て
い

ま

す
か
。

あ
な

た
の

学
校

の
生

徒
に

よ
る

も
の

：
B

. 
欠

席
（

正
当

な
理

由
の

な
い

欠
席
）】

な
し
＝

1
　

ま
れ

に
＝

2
　

毎
月

＝
3
　

毎
週

＝
4
　

毎
日

＝
5

9
6

0
1

8
1

2
.6

8
0

0
2

.6
6

0
2

.6
3

0
2

.5
9

0
2

.5
7

0
2

.5
9

0
2

.6
6

0

5
（

1
.1

3
3
）

（
1

.1
2

3
）

（
1

.1
1

0
）

（
1

.0
6

9
）

（
1

.0
7

6
）

（
1

.1
2

8
）

（
1

.1
5

4
）

頻
度
－
カ
ン

ニ
ン
グ

T
C

2
G

3
2

C

【
あ

な
た

の
学

校
で

は
、

以
下

の
こ

と
が

ど
の

く
ら

い
の

頻
度

で
起

こ
っ

て
い

ま

す
か
。
あ
な
た
の

学
校

の
生

徒
に

よ
る

も
の

：
C

. カ
ン

ニ
ン

グ
】

な
し
＝

1
　
ま
れ

に
＝

2
　

毎
月

＝
3
　

毎
週

＝
4
　

毎
日

＝
5

9
5

7
3

0
1

1
.8

8
0

0
1

.8
4

0
1

.7
9

0
1

.7
4

0
1

.7
7

0
1

.7
0

0
1

.7
9

0

5
（

0
.7

0
3
）

（
0

.6
3

3
）

（
0

.5
1

9
）

（
0

.4
7

5
）

（
0

.5
3

0
）

（
0

.4
9

0
）

（
0

.5
3

3
）

頻
度

－
生

徒
の

暴
力
・
い
じ
め

T
C

2
G

3
2

D
～

T
C

2
G

3
2

G
の

和

【
あ

な
た

の
学

校
で

は
、

以
下

の
こ

と
が

ど
の

く
ら

い
の

頻
度

で
起

こ
っ

て
い

ま

す
か
。

あ
な

た
の

学
校

の
生

徒
に

よ
る

も
の

：
D

. 器
物

損
壊

　
E

. 生
徒

間
の

脅

迫
又

は
暴

言
（

も
し

く
は

他
の

形
態

の
非

身
体

的
い

じ
め

）、
F

. 生
徒

間
の

暴
力

に
よ
る
身
体
的
危

害
 、

G
. 教

職
員

へ
の

脅
迫

又
は

暴
言

 】

な
し
＝

1
　
ま
れ

に
＝

2
　

毎
月

＝
3
　

毎
週

＝
4
　

毎
日

＝
5

9
6

1
8

5
1

1
.9

2
9

3
1

.9
0

5
1

.8
7

9
1

.8
6

3
1

.8
5

9
1

.8
2

0
1

.8
7

0

5
（

0
.5

4
1
）

（
0

.5
0

7
）

（
0

.4
6

1
）

（
0

.4
1

2
）

（
0

.4
5

8
）

（
0

.4
2

5
）

（
0

.4
9

1
）

頻
度

－
ド

ラ
ッ

グ
・

飲
酒

T
C

2
G

3
2

H

【
あ

な
た

の
学

校
で

は
、

以
下

の
こ

と
が

ど
の

く
ら

い
の

頻
度

で
起

こ
っ

て
い

ま

す
か
。

あ
な

た
の

学
校

の
生

徒
に

よ
る

も
の

：
H

. ド
ラ

ッ
グ

の
使

用
・

所
持

や

飲
酒

 】
な
し
＝

1
　

ま
れ

に
＝

2
　

毎
月

＝
3
　

毎
週

＝
4
　

毎
日

＝
5

9
6

1
2

8
1

1
.2

6
0

0
1

.2
3

0
1

.1
8

0
1

.1
4

0
1

.1
7

0
1

.1
9

0
1

.1
8

0

5
（

0
.5

8
0
）

（
0

.5
1

7
）

（
0

.4
5

0
）

（
0

.3
4

5
）

（
0

.4
2

4
）

（
0

.3
8

9
）

（
0

.4
7

8
）

頻
度
－
教
員

の
欠
勤

T
C

2
G

3
2

J

【
あ

な
た

の
学

校
で

は
、

以
下

の
こ

と
が

ど
の

く
ら

い
の

頻
度

で
起

こ
っ

て
い

ま

す
か
。

あ
な

た
の

学
校

の
教

員
に

よ
る

も
の

：
I. 
遅

刻
、

J.
 欠

勤
（

正
当

な
理

由

の
な
い
欠
勤
）】

な
し

＝
1
　

ま
れ

に
＝

2
　

毎
月

＝
3
　

毎
週

＝
4
　

毎
日

＝
5

9
5

6
3

3
1

1
.4

7
0

0
1

.4
1

0
1

.3
3

0
1

.3
1

0
1

.3
3

0
1

.3
3

0
1

.3
5

0

5
（

0
.7

4
7
）

（
0

.6
7

5
）

（
0

.5
7

2
）

（
0

.4
6

1
）

（
0

.5
2

4
）

（
0

.5
3

3
）

（
0

.5
8

3
）

学
校
と
地
域

の
連
携

T
C

2
G

3
0

B

【
あ

な
た

の
学

校
で

は
、

以
下

の
こ

と
が

ど
の

程
度

当
て

は
ま

る
と

思
い

ま
す

か
。

　
B

. 学
校
と
地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

と
の

間
で

緊
密

な
連

携
を

図
っ

て
い

る
】

ま
っ

た
く

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

1
　

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

2
　

当
て

は
ま

る
＝

3

非
常
に
良
く
当

て
は

ま
る

＝
4

9
5

8
2

0
1

3
.0

7
0

0
3

.0
8

0
3

.1
0

0
3

.1
2

0
3

.0
8

0
3

.1
1

0
3

.0
9

0

4
（

0
.5

6
7
）

（
0

.5
5

7
）

（
0

.5
4

0
）

（
0

.5
2

9
）

（
0

.5
4

0
）

（
0

.5
1

6
）

（
0

.5
4

3
）

変
　
数
　
名

T
A

L
IS

2
0

1
3

の
変
数
名

設
　

　
　

　
　

　
　

問

全
デ

ー
タ

推
　

計
日

　
本

韓
　

国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

米
　

国
メ

キ
シ

コ

度
　

数
最

小
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値

最
大

値
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差

（ 主 観 ） 学 校 環 境

雰
囲

気
－

教
職

員
意

思
決
定
参
加

T
T

2
G

4
4

A

【
あ

な
た

の
学

校
に

つ
い

て
、

以
下

の
こ

と
は

ど
の

程
度

当
て

は
ま

り
ま

す
か

。
　

A
. 通

常
、

教
員

と
生

徒
は

互
い

に
良

好
な

関
係

に
あ

る
 】

ま
っ

た
く

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

1
　

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

2
　

当
て

は
ま

る
＝

3
　

非
常

に
良

く
当

て
は
ま
る
＝

4

1
0

0
0

8
7

1
2

.8
0

0
0

2
.8

0
0

2
.7

9
0

2
.6

1
0

2
.7

8
0

2
.7

0
0

2
.5

3
0

4
（

0
.7

1
8
）

（
0

.7
0

7
）

（
0

.6
1

0
）

（
0

.7
3

9
）

（
0

.6
8

8
）

（
0

.7
5

8
）

（
0

.8
9

7
）

雰
囲

気
－

生
徒

と
教

員
の
関
係
良
好

T
T

2
G

4
5

A

【
あ

な
た

の
学

校
に

つ
い

て
、

以
下

の
こ

と
は

ど
の

程
度

当
て

は
ま

り
ま

す
か

。
　

A
. 教

職
員

が
、

学
校

の
意

思
決

定
に

積
極

的
に

参
加

す
る

機
会

を
提

供
し

て
い

る
】

ま
っ

た
く

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

1
　

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

2
　

当
て

は
ま

る
＝

3
　
非
常
に

良
く

当
て

は
ま

る
＝

4

1
0

0
5

0
3

1
3

.1
8

0
0

3
.1

9
0

3
.1

1
0

3
.1

4
0

3
.4

1
0

3
.1

9
0

3
.1

1
0

4
（

0
.5

3
3
）

（
0

.5
2

5
）

（
0

.4
5

3
）

（
0

.4
9

0
）

（
0

.5
1

8
）

（
0

.5
4

4
）

（
0

.6
2

4
）

雰
囲

気
－

学
校

が
生

徒
を
支
援

T
T

2
G

4
5

D

【
あ

な
た

の
学

校
に

つ
い

て
、

以
下

の
こ

と
は

ど
の

程
度

当
て

は
ま

り
ま

す
か

。
　

D
. 
生

徒
が

特
別

な
援

助
を

必
要

と
し

て
い

る
時

、
学

校
は

支
援

し
て

い
る

】
ま

っ
た

く
当

て
は

ま
ら

な
い

＝
1
　

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

2
　

当
て

は
ま

る
＝

3
 

　
常
に
良
く
当

て
は

ま
る

＝
4

1
0

0
2

2
5

1
3

.1
8

0
0

3
.2

0
0

3
.1

6
0

2
.8

5
0

2
.9

2
0

3
.3

6
0

2
.8

2
0

4
（

0
.6

5
2
）

（
0

.6
3

7
）

（
0

.5
1

8
）

（
0

.6
5

8
）

（
0

.7
4

9
）

（
0

.5
8

2
）

（
0

.8
3

0
）

組
織
内
指
導

者
あ
り

T
T

2
G

2
0

A
よ

り
作
成

【
あ

な
た

は
、

現
在

、
組

織
内

指
導

（
メ

ン
タ

リ
ン

グ
）

に
参

加
し

て
い

ま
す

か
。

こ
こ

で
い

う
組

織
内

指
導

は
、

あ
な

た
の

学
校

の
教

員
に

よ
っ

て
、

又
は

あ
な

た
の

学
校

の
教

員
の

た
め

に
行

わ
れ

る
組

織
内

指
導

を
指

す
も

の
と

し
ま

す
。

教
育

実
習

中
の

学
生

の
た

め
の

も
の

は
含

み
ま

せ
ん

。
　

A
. 現

在
、

自
分

を
支

援
し

て
く
れ
る
組
織
内

指
導

者
（

メ
ン

タ
ー

）
が

い
る

】
は

い
＝

1
　

そ
れ

以
外

＝
0

1
0

4
3

5
8

0
0

.1
4

2
3

0
.1

3
9

5
0

.3
2

5
0

.1
8

5
0

.0
3

4
0

.1
2

5
0

.1
5

7

1
（

0
.3

4
9
）

（
0

.3
4

6
）

（
0

.4
6

9
）

（
0

.3
8

8
）

（
0

.1
8

0
）

（
0

.3
3

0
）

（
0

.3
6

4
）

人
口

－
1
万

5
千

～
10

万
人

T
C

2
G

0
9

人
口

1
万

5
,0

0
0
人

を
超

え
、

1
0
万

人
以

下
の

市
町

村
＝

1
　

 そ
れ

以
外

＝
0

9
7

2
9

4
0

0
.0

7
0

0
.0

5
6

1
0

.0
3

2
0

.0
3

7
0

.0
3

0
0

.0
4

4
0

.0
2

8

1
（

0
.2

5
5
）

（
0

.2
3

0
）

（
0

.1
7

5
）

（
0

.1
8

8
）

（
0

.1
6

9
）

（
0

.2
0

6
）

（
0

.1
6

6
）

人
口

－
10

～
10

0

万
人

T
C

2
G

0
9

人
口

1
0
万
人
を

超
え

、
1

0
0
万

人
以

下
の

市
町

村
＝

1
　

 そ
れ

以
外

＝
0

9
7

2
9

4
0

0
.3

0
5

6
0

.3
0

7
0

.3
1

3
0

.3
5

9
0

.3
0

5
0

.3
1

0
0

.3
1

2

1
（

0
.4

6
1
）

（
0

.4
6

1
）

（
0

.4
6

4
）

（
0

.4
8

0
）

（
0

.4
6

1
）

（
0

.4
6

3
）

（
0

.4
6

3
）

人
口

－
10

0
万

人
超
え

T
C

2
G

0
9

人
口

1
0

0
万
人
を

超
え

る
市

町
村

（
東

京
2

3
区

を
含

む
）

＝
1

 そ
れ
以
外
＝

0

9
7

2
9

4
0

0
.4

0
6

3
0

.4
3

1
0

.4
6

1
0

.4
8

6
0

.4
6

1
0

.4
4

5
0

.4
7

6

1
（

0
.4

9
1
）

（
0

.4
9

5
）

（
0

.4
9

9
）

（
0

.5
0

0
）

（
0

.4
9

9
）

（
0

.4
9

7
）

（
0

.5
0

0
）

在
学
者
数

T
C

2
G

1
4

現
在
の
全
学
年
の

在
学

者
数

（
人

）
9

6
5

0
8

0
（

8
1

6
.8
）

（
8

0
6

.5
）

（
8

0
8

.8
）

（
8

4
0

.2
）

（
8

0
8

.7
）

（
7

2
0

.1
）

（
8

4
5

.9
）

3
3

8
7

（
4

0
9

.0
）

（
4

0
3

.7
）

（
4

0
8

.9
）

（
3

5
2

.2
）

（
4

1
2

.6
）

（
3

5
3

.8
）

（
4

0
4

.2
）

生
徒

一
人

あ
た

り
の

教
員
数

T
C

2
G

1
2

A
/

T
C

2
G

1
4

T
C

2
G

1
2

A
：

教
員

数
（

生
徒

へ
の

指
導

を
主

た
る

業
務

と
す

る
者

）
／

在
学

者
数
（
比
率
）

9
5

6
6

3
0

.0
0

3
4

0
.0

6
6

0
0

.0
6

6
0

.0
6

6
0

.0
5

8
0

.0
6

6
0

.0
6

7
0

.0
6

4

1
5

（
0

.1
4

2
）

（
0

.1
2

4
）

（
0

.0
3

5
）

（
0

.0
2

4
）

（
0

.0
3

6
）

（
0

.0
3

6
）

（
0

.0
3

2
）

特
別

支
援

生
徒

比
率

1
～

10
T

C
2

G
1

5
B

【
あ

な
た

の
学

校
に

お
い

て
、

以
下

の
特

性
を

持
つ

生
徒

の
割

合
を

推
定

し
て

く
だ

さ
い
。

な
お
、

中
等

教
育

学
校

の
場

合
は

、
前

期
課

程
（

中
学

校
段

階
）

に
つ

い
て
、

以
下

の
特

性
を

持
つ

生
徒

の
お

よ
そ

の
割

合
を

推
定

し
て

く
だ

さ
い

。
B

. 

特
別
な
支
援
を

要
す

る
生

徒
】

1
％

～
1

0
％

＝
1
　

そ
れ

以
外

＝
0

1
0

4
3

5
8

0
0

.7
8

9
0

.8
5

0
0

.8
5

9
0

.8
6

5
0

.8
5

9
0

.8
6

6
0

.8
3

2

1
（

0
.4

0
8
）

（
0

.3
5

7
）

（
0

.3
4

8
）

（
0

.3
4

2
）

（
0

.3
4

8
）

（
0

.3
4

1
）

（
0

.3
7

4
）

― 127 ―

日本の中学校教員の満足度



変
　
数
　
名

T
A

L
IS

2
0

1
3

の
変
数
名

設
　

　
　

　
　

　
　

問

全
デ

ー
タ

推
　

計
日

　
本

韓
　

国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

米
　

国
メ

キ
シ

コ

度
　

数
最

小
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値

最
大

値
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差

教 員 の ニ ー ズ と 志 向 （ 続 き ）

必
要

性
－

職
業

能
力

指
導

T
T

2
G

2
6

L

【
以

下
の

各
領

域
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

ど
の

程
度

、
職

能
開

発
の

必
要

性
を

感
じ

て
い

ま
す

か
。

　
L

.将
来

の
仕

事
や

研
究

で
生

か
せ

る
よ

う
、

ど
の

職
業

に
も
必
要
な
能
力
を

高
め

る
手

法
】

※

9
9

3
8

6
1

2
.3

2
0

0
2

.2
9

0
2

.9
2

0
2

.9
3

0
2

.0
5

0
2

.0
9

0
2

.7
0

0

4
（

0
.9

7
6
）

（
0

.9
7

2
）

（
0

.7
5

3
）

（
0

.8
3

8
）

（
0

.9
5

4
）

（
0

.9
1

4
）

（
0

.8
5

2
）

必
要

性
－

職
場

の
新

技
術

T
T

2
G

2
6

M
【

以
下

の
各

領
域

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
ど

の
程

度
、

職
能

開
発

の
必

要
性

を
感

じ
て
い
ま
す
か
。

M
. 職

場
で

使
う

新
し

い
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
】

※
1

0
0

1
3

3
1

2
.6

3
0

0
2

.5
9

0
2

.8
1

0
2

.7
7

0
2

.4
8

0
2

.5
4

0
2

.8
3

0

4
（

0
.9

7
3
）

（
0

.9
6

9
）

（
0

.7
5

0
）

（
0

.8
6

1
）

（
1

.0
3

0
）

（
0

.9
1

3
）

（
0

.9
1

9
）

必
要
性
－
生

徒
指
導

T
T

2
G

2
6

N
【

以
下

の
各

領
域

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
ど

の
程

度
、

職
能

開
発

の
必

要
性

を
感

じ
て
い
ま
す
か
。

N
. 生

徒
へ

の
進

路
指

導
や

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
】

※
9

9
7

6
4

1
2

.3
6

0
0

2
.3

2
0

3
.3

4
0

3
.2

7
0

1
.5

7
0

1
.8

7
0

2
.6

6
0

4
（

1
.0

2
1
）

（
1

.0
1

1
）

（
0

.6
5

5
）

（
0

.7
7

0
）

（
0

.7
7

3
）

（
0

.8
7

7
）

（
0

.9
1

5
）

信
念

－
生

徒
自

身
の

探
究
重
視

T
T

2
G

3
2

A

【
指

導
・

学
習

に
関

す
る

あ
な

た
の

個
人

的
な

信
念

に
つ

い
て

お
尋

ね
し

ま
す

。
以

下
の

よ
う

な
こ

と
は

、
ど

の
程

度
当

て
は

ま
り

ま
す

か
。

　
A

. 教
員

と
し

て
の

私
の

役
割

は
、

生
徒

自
身

の
探

究
を

促
す

こ
と

で
あ

る
】

ま
っ

た
く

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

1
　

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

2
　

当
て

は
ま

る
＝

3
　

非
常

に
良

く
当

て
は
ま
る
＝

4

1
0

0
7

3
0

1
3

. 2
9

0
0

3
.3

0
0

3
.1

7
0

3
.4

5
0

3
.0

4
0

3
.3

1
0

3
.4

4
0

4
（

0
.6

2
0
）

（
0

.6
1

4
）

（
0

.5
3

4
）

（
0

.5
6

2
）

（
0

.7
0

0
）

（
0

.5
8

3
）

（
0

.6
7

7
）

信
念

－
思

考
・

推
論

過
程
重
視

T
T

2
G

3
2

D

【
指

導
・

学
習

に
関

す
る

あ
な

た
の

個
人

的
な

信
念

に
つ

い
て

お
尋

ね
し

ま
す

。
以
下
の
よ
う
な
こ

と
は

、
ど

の
程

度
当

て
は

ま
り

ま
す

か
。

D
. 特

定
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
内

容
よ

り
も

、
思

考
と

推
論

の
過

程
の

方
が

重
要

で
あ

る
】

ま
っ

た
く

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

1
　

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

2
　

当
て

は
ま

る
＝

3
　

非
常

に
良

く
当
て
は
ま
る
＝

4

1
0

0
2

3
5

1
3

.0
9

0
0

3
.1

0
0

2
.8

3
0

3
.1

6
0

3
.0

5
0

3
.1

4
0

2
.9

8
0

4
（

0
.7

0
3
）

（
0

.6
9

5
）

（
0

.6
4

0
）

（
0

.6
8

9
）

（
0

.6
7

3
）

（
0

.6
7

7
）

（
0

.8
1

5
）

注
1
：

質
問
紙
内
に
『「

特
別
な
支
援
を
要
す
る
生
徒
」
と
は
、
精
神
的
、
身
体
的
又
は
情
緒
的
に
困
難
な
条
件
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
別
な
学
習
を
行
う
必
要
性
が
公
式
に
認
定

さ
れ
て
い
る
生
徒
を
指
す
も
の
と
し
ま
す
。

（
こ
れ
ら
の
生
徒
に
対
し
て
は
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
教
育
支
援
の
た
め
に
公
的
あ
る
い
は
民
間
か
ら
の
何
ら
か
の
追
加
的
な
（
人
的
、
物
的
、
財
政
的
）
資
源
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。）

と
の
定
義
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

注
2
：

必
要
性
の
選
択
肢
は
　
ま
っ
た
く
な
し
＝

1
　
あ
ま
り
な
し
＝

2
　
あ
る
程
度
＝

3
　
高
い
＝

4
　
で
あ
る
。（

※
で
表
示
）

変
　
数
　
名

T
A

L
IS

2
0

1
3

の
変
数
名

設
　

　
　

　
　

　
　

問

全
デ

ー
タ

推
　

計
日

　
本

韓
　

国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

米
　

国
メ

キ
シ

コ

度
　

数
最

小
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値

最
大

値
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差

学 校 環 境 （ 校 長 の 判 断 ）

妨
げ

に
な

る
不

足
－

教
員

T
C

2
G

3
1

A
～

T
C

2
G

3
1

C
の

和

【
あ

な
た

の
学

校
で

は
、

現
在

、
質

の
高

い
指

導
を

行
う

上
で

、
以

下
の

こ
と

が
ど

の
程

度
妨

げ
に

な
っ

て
い

ま
す

か
。

A
. 資

格
を

持
つ

教
員

や
有

能
な

教
員

の
不
足
、

B
. 特

別
な

支
援

を
要

す
る

生
徒

へ
の

指
導

能
力

を
持

つ
教

員
の

不
足

、
C

. 

職
業
教
育
を
行
う

教
員

の
不

足
 】

全
く

妨
げ

に
な

っ
て

い
な

い
＝

1
　

あ
ま

り
妨

げ
に

な
っ

て
い

な
い

＝
2
　

い
く

ら
か

妨
げ

に
な

っ
て

い
る

＝
3
　

非
常

に
妨

げ
に
な
っ
て
い
る
＝

4

9
4

7
0

0
3

6
.9

5
3

3
6

.9
4

5
6

.9
4

2
6

.9
8

5
6

.8
9

7
7

.1
3

5
6

.8
1

0

1
2

（
1

.9
8

3
）

（
1

.9
4

8
）

（
1

.8
7

9
）

（
1

.9
3

3
）

（
1

.8
3

1
）

（
1

. 9
0

4
）

（
1

.9
3

2
）

妨
げ

に
な

る
不

足
－

IT
関
連

T
C

2
G

3
1

E
～

T
C

2
G

3
1

G
の

和

【
あ

な
た

の
学

校
で

は
、

現
在

、
質

の
高

い
指

導
を

行
う

上
で

、
以

下
の

こ
と

が
ど

の
程

度
妨

げ
に

な
っ

て
い

ま
す

か
。

　
E

. 
教

育
用

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

が
不

足
し

て
い

る
、

あ
る

い
は

適
切

で
な

い
、

F
. 
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

接
続

環
境

が
不

十
分

で
あ

る
、

G
. 教

育
用

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

が
不

足
し

て
い

る
、

あ
る

い
は

適
切

で
な

い
】

全
く

妨
げ

に
な

っ
て

い
な

い
＝

1
　

あ
ま

り
妨

げ
に

な
っ

て
い

な
い

＝
2
　

い
く

ら
か

妨
げ

に
な

っ
て

い
る

＝
3
　

非
常

に
妨

げ
に

な
っ

て
い

る
＝

4
  

9
5

8
6

3
3

5
.3

1
5

5
.2

0
9

4
.9

5
9

5
.0

9
5

4
.9

5
6

5
.0

7
8

5
.0

0
2

1
2

（
2

.1
9

2
）

（
2

.0
8

2
）

（
1

.8
3

7
）

（
1

.8
4

5
）

（
1

.7
5

9
）

（
1

.8
4

4
）

（
1

.8
3

9
）

教 員 の ニ ー ズ と 志 向

必
要
性
－
担

当
教
科

T
T

2
G

2
6

A
～

T
T

2
G

2
6

D
の

和

【
以

下
の

各
領

域
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

ど
の

程
度

、
職

能
開

発
の

必
要

性
を

感
じ

て
い

ま
す

か
。

　
A

. 担
当

教
科

等
の

分
野

に
関

す
る

知
識

と
理

解
、

B
. 担

当
教

科
等

の
分

野
の

指
導

法
に

関
す

る
能

力
　

C
. 
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

関
す

る
知

識
 

D
. 生

徒
の
評
価

や
評

価
方

法
】

※

9
8

4
0

7
4

9
.0

3
3

9
.0

8
2

1
3

.2
9

1
1

1
.8

4
2

1
0

.1
9

2
7

.4
2

0
8

.8
3

5

1
6

（
3

.1
6

4
）

（
3

.1
5

2
）

（
1

.9
9

4
）

（
3

.0
4

3
）

（
2

.8
7

4
）

（
2

.6
1

8
）

（
2

.7
4

5
）

必
要

性
－

IC
T

技
能

T
T

2
G

2
6

E
【

以
下

の
各

領
域

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
ど

の
程

度
、

職
能

開
発

の
必

要
性

を
感

じ
て
い
ま
す
か
。

E
. 指

導
用

の
IC

T
（

情
報

通
信

技
術

）
技

能
】

※
1

0
0

1
7

1
1

2
.6

6
0

0
2

.6
5

0
3

.0
4

0
2

.9
8

0
2

.7
8

0
2

.2
9

0
2

.5
8

0

4
（

0
.9

5
0
）

（
0

.9
4

6
）

（
0

.7
1

4
）

（
0

.7
9

1
）

（
0

.9
7

2
）

（
0

.8
8

3
）

（
0

.9
7

2
）

必
要

性
－

生
徒

の
行

動
と
学
級
経
営

T
T

2
G

2
6

F
【

以
下

の
各

領
域

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
ど

の
程

度
、

職
能

開
発

の
必

要
性

を
感

じ
て
い
ま
す
か
。

F
. 生

徒
の

行
動

と
学

級
経

営
】

※
1

0
0

0
7

0
1

2
.4

0
0

0
2

.4
0

0
3

.3
3

0
3

.0
4

0
2

.2
8

0
1

.8
6

0
2

.2
0

0

4
（

0
.9

7
4
）

（
0

.9
6

8
）

（
0

.6
6

5
）

（
0

.8
3

7
）

（
0

.9
0

9
）

（
0

.8
4

7
）

（
0

.8
8

5
）

必
要

性
－

学
校

の
管

理
運
営

T
T

2
G

2
6

G
【

以
下

の
各

領
域

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
ど

の
程

度
、

職
能

開
発

の
必

要
性

を
感

じ
て
い
ま
す
か
。

G
. 学

校
の

管
理

運
営

】
※

9
9

2
3

5
1

2
.0

7
0

0
2

.0
4

0
2

.6
9

0
2

.6
7

0
1

.5
3

0
1

.7
3

0
2

.4
9

0

4
（

1
.0

1
5
）

（
1

.0
0

4
）

（
0

.7
8

0
）

（
0

.9
0

2
）

（
0

.7
8

8
）

（
0

.8
5

8
）

（
0

.9
4

4
）

必
要

性
－

個
に

応
じ

た
学
習
手
法

T
T

2
G

2
6

H
【

以
下

の
各

領
域

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
ど

の
程

度
、

職
能

開
発

の
必

要
性

を
感

じ
て
い
ま
す
か
。

　
H

. 個
に

応
じ

た
学

習
手

法
】

※
9

9
6

7
2

1
2

.4
6

0
0

2
.4

7
0

3
.2

9
0

2
.9

7
0

2
.5

1
0

2
.1

6
0

2
.5

5
0

4
（

0
.9

2
5
）

（
0

.9
1

9
）

（
0

.6
4

9
）

（
0

.7
8

5
）

（
0

.9
5

5
）

（
0

.8
3

5
）

（
0

.8
6

4
）

必
要

性
－

特
別

支
援

生
徒
指
導

T
T

2
G

2
6

I
【

以
下

の
各

領
域

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
ど

の
程

度
、

職
能

開
発

の
必

要
性

を
感

じ
て
い
ま
す
か
。

　
I. 
特

別
な

支
援

を
要

す
る

生
徒

へ
の

指
導

】
※

9
9

7
3

9
1

2
.7

1
0

0
2

.6
7

0
3

.2
5

0
3

.1
7

0
2

.6
8

0
2

.2
1

0
3

.1
4

0

4
（

1
.0

2
8
）

（
1

.0
1

8
）

（
0

.7
1

2
）

（
0

.7
9

1
）

（
0

.9
4

3
）

（
0

.8
8

1
）

（
0

.9
7

3
）

必
要

性
－

多
文

化
・

多
言
語
指
導

T
T

2
G

2
6

J
【

以
下

の
各

領
域

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
ど

の
程

度
、

職
能

開
発

の
必

要
性

を
感

じ
て
い
ま
す
か
。

　
J.

 多
文

化
又

は
多

言
語

環
境

に
お

け
る

指
導

】
※

9
9

3
5

6
1

2
.2

6
0

0
2

.2
1

0
2

.5
7

0
2

.6
9

0
2

.1
3

0
1

.9
6

0
2

.8
6

0

4
（

1
.0

7
6
）

（
1

.0
5

6
）

（
0

.7
6

9
）

（
0

.9
1

7
）

（
1

.0
1

1
）

（
0

.8
7

7
）

（
1

.0
3

3
）

必
要

性
－

共
通

な
力

の
指
導

T
T

2
G

2
6

K

【
以

下
の

各
領

域
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

ど
の

程
度

、
職

能
開

発
の

必
要

性
を

感
じ

て
い

ま
す

か
。

　
K

. 
各

教
科

で
共

通
に

必
要

な
力

に
関

す
る

指
導

（
例

：
問

題
解
決
能
力
、
学

び
方

の
学

習
）】

※

9
9

7
1

2
1

2
.4

4
0

0
2

.4
4

0
3

.2
3

0
2

.9
8

0
2

.4
3

0
2

.1
3

0
2

.5
1

0

4
（

0
.9

2
5
）

（
0

.9
2

0
）

（
0

.6
5

8
）

（
0

.8
3

9
）

（
0

.9
2

3
）

（
0

.8
4

1
）

（
0

.8
2

3
）
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変
　
数
　
名

T
A

L
IS

2
0

1
3

の
変
数
名

設
　

　
　

　
　

　
　

問

全
デ

ー
タ

推
　

計
日

　
本

韓
　

国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

米
　

国
メ

キ
シ

コ

度
　

数
最

小
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値

最
大

値
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差

教 員 の ニ ー ズ と 志 向 （ 続 き ）

必
要

性
－

職
業

能
力

指
導

T
T

2
G

2
6

L

【
以

下
の

各
領

域
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

ど
の

程
度

、
職

能
開

発
の

必
要

性
を

感
じ

て
い

ま
す

か
。

　
L

.将
来

の
仕

事
や

研
究

で
生

か
せ

る
よ

う
、

ど
の

職
業

に
も
必
要
な
能
力
を

高
め

る
手

法
】

※

9
9

3
8

6
1

2
.3

2
0

0
2

.2
9

0
2

.9
2

0
2

.9
3

0
2

.0
5

0
2

.0
9

0
2

.7
0

0

4
（

0
.9

7
6
）

（
0

.9
7

2
）

（
0

.7
5

3
）

（
0

.8
3

8
）

（
0

.9
5

4
）

（
0

.9
1

4
）

（
0

.8
5

2
）

必
要

性
－

職
場

の
新

技
術

T
T

2
G

2
6

M
【

以
下

の
各

領
域

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
ど

の
程

度
、

職
能

開
発

の
必

要
性

を
感

じ
て
い
ま
す
か
。

M
. 職

場
で

使
う

新
し

い
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
】

※
1

0
0

1
3

3
1

2
.6

3
0

0
2

.5
9

0
2

.8
1

0
2

.7
7

0
2

.4
8

0
2

.5
4

0
2

.8
3

0

4
（

0
.9

7
3
）

（
0

.9
6

9
）

（
0

.7
5

0
）

（
0

.8
6

1
）

（
1

.0
3

0
）

（
0

.9
1

3
）

（
0

.9
1

9
）

必
要
性
－
生

徒
指
導

T
T

2
G

2
6

N
【

以
下

の
各

領
域

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
ど

の
程

度
、

職
能

開
発

の
必

要
性

を
感

じ
て
い
ま
す
か
。

N
. 生

徒
へ

の
進

路
指

導
や

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
】

※
9

9
7

6
4

1
2

.3
6

0
0

2
.3

2
0

3
.3

4
0

3
.2

7
0

1
.5

7
0

1
.8

7
0

2
.6

6
0

4
（

1
.0

2
1
）

（
1

.0
1

1
）

（
0

.6
5

5
）

（
0

.7
7

0
）

（
0

.7
7

3
）

（
0

.8
7

7
）

（
0

.9
1

5
）

信
念

－
生

徒
自

身
の

探
究
重
視

T
T

2
G

3
2

A

【
指

導
・

学
習

に
関

す
る

あ
な

た
の

個
人

的
な

信
念

に
つ

い
て

お
尋

ね
し

ま
す

。
以

下
の

よ
う

な
こ

と
は

、
ど

の
程

度
当

て
は

ま
り

ま
す

か
。

　
A

. 教
員

と
し

て
の

私
の

役
割

は
、

生
徒

自
身

の
探

究
を

促
す

こ
と

で
あ

る
】

ま
っ

た
く

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

1
　

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

2
　

当
て

は
ま

る
＝

3
　

非
常

に
良

く
当

て
は
ま
る
＝

4

1
0

0
7

3
0

1
3

. 2
9

0
0

3
.3

0
0

3
.1

7
0

3
.4

5
0

3
.0

4
0

3
.3

1
0

3
.4

4
0

4
（

0
.6

2
0
）

（
0

.6
1

4
）

（
0

.5
3

4
）

（
0

.5
6

2
）

（
0

.7
0

0
）

（
0

.5
8

3
）

（
0

.6
7

7
）

信
念

－
思

考
・

推
論

過
程
重
視

T
T

2
G

3
2

D

【
指

導
・

学
習

に
関

す
る

あ
な

た
の

個
人

的
な

信
念

に
つ

い
て

お
尋

ね
し

ま
す

。
以
下
の
よ
う
な
こ

と
は

、
ど

の
程

度
当

て
は

ま
り

ま
す

か
。

D
. 特

定
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
内

容
よ

り
も

、
思

考
と

推
論

の
過

程
の

方
が

重
要

で
あ

る
】

ま
っ

た
く

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

1
　

当
て

は
ま

ら
な

い
＝

2
　

当
て

は
ま

る
＝

3
　

非
常

に
良

く
当
て
は
ま
る
＝

4

1
0

0
2

3
5

1
3

.0
9

0
0

3
.1

0
0

2
.8

3
0

3
.1

6
0

3
.0

5
0

3
.1

4
0

2
.9

8
0

4
（

0
.7

0
3
）

（
0

.6
9

5
）

（
0

.6
4

0
）

（
0

.6
8

9
）

（
0

.6
7

3
）

（
0

.6
7

7
）

（
0

.8
1

5
）

注
1
：

質
問
紙
内
に
『「

特
別
な
支
援
を
要
す
る
生
徒
」
と
は
、
精
神
的
、
身
体
的
又
は
情
緒
的
に
困
難
な
条
件
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
別
な
学
習
を
行
う
必
要
性
が
公
式
に
認
定

さ
れ
て
い
る
生
徒
を
指
す
も
の
と
し
ま
す
。

（
こ
れ
ら
の
生
徒
に
対
し
て
は
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
教
育
支
援
の
た
め
に
公
的
あ
る
い
は
民
間
か
ら
の
何
ら
か
の
追
加
的
な
（
人
的
、
物
的
、
財
政
的
）
資
源
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。）

と
の
定
義
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

注
2
：

必
要
性
の
選
択
肢
は
　
ま
っ
た
く
な
し
＝

1
　
あ
ま
り
な
し
＝

2
　
あ
る
程
度
＝

3
　
高
い
＝

4
　
で
あ
る
。（

※
で
表
示
）

変
　
数
　
名

T
A

L
IS

2
0

1
3

の
変
数
名

設
　

　
　

　
　

　
　

問

全
デ

ー
タ

推
　

計
日

　
本

韓
　

国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

米
　

国
メ

キ
シ

コ

度
　

数
最

小
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値
平

均
値

平
均

値

最
大

値
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差
標

準
偏

差

学 校 環 境 （ 校 長 の 判 断 ）

妨
げ

に
な

る
不

足
－

教
員

T
C

2
G

3
1

A
～

T
C

2
G

3
1

C
の

和

【
あ

な
た

の
学

校
で

は
、

現
在

、
質

の
高

い
指

導
を

行
う

上
で

、
以

下
の

こ
と

が
ど

の
程

度
妨

げ
に

な
っ

て
い

ま
す

か
。

A
. 資

格
を

持
つ

教
員

や
有

能
な

教
員

の
不
足
、

B
. 特

別
な

支
援

を
要

す
る

生
徒

へ
の

指
導

能
力

を
持

つ
教

員
の

不
足

、
C

. 

職
業
教
育
を
行
う

教
員

の
不

足
 】

全
く

妨
げ

に
な

っ
て

い
な

い
＝

1
　

あ
ま

り
妨

げ
に

な
っ

て
い

な
い

＝
2
　

い
く

ら
か

妨
げ

に
な

っ
て

い
る

＝
3
　

非
常

に
妨

げ
に
な
っ
て
い
る
＝

4

9
4

7
0

0
3

6
.9

5
3

3
6

.9
4

5
6

.9
4

2
6

.9
8

5
6

.8
9

7
7

.1
3

5
6

.8
1

0

1
2

（
1

.9
8

3
）

（
1

.9
4

8
）

（
1

.8
7

9
）

（
1

.9
3

3
）

（
1

.8
3

1
）

（
1

. 9
0

4
）

（
1

.9
3

2
）

妨
げ

に
な

る
不

足
－

IT
関
連

T
C

2
G

3
1

E
～

T
C

2
G

3
1

G
の

和

【
あ

な
た

の
学

校
で

は
、

現
在

、
質

の
高

い
指

導
を

行
う

上
で

、
以

下
の

こ
と

が
ど

の
程

度
妨

げ
に

な
っ

て
い

ま
す

か
。

　
E

. 
教

育
用

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

が
不

足
し

て
い

る
、

あ
る

い
は

適
切

で
な

い
、

F
. 
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

接
続

環
境

が
不

十
分

で
あ

る
、

G
. 教

育
用

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

が
不

足
し

て
い

る
、

あ
る

い
は

適
切

で
な

い
】

全
く

妨
げ

に
な

っ
て

い
な

い
＝

1
　

あ
ま

り
妨

げ
に

な
っ

て
い

な
い

＝
2
　

い
く

ら
か

妨
げ

に
な

っ
て

い
る

＝
3
　

非
常

に
妨

げ
に

な
っ

て
い

る
＝

4
  

9
5

8
6

3
3

5
.3

1
5

5
.2

0
9

4
.9

5
9

5
.0

9
5

4
.9

5
6

5
.0

7
8

5
.0

0
2

1
2

（
2

.1
9

2
）

（
2

.0
8

2
）

（
1

.8
3

7
）

（
1

.8
4

5
）

（
1

.7
5

9
）

（
1

.8
4

4
）

（
1

.8
3

9
）

教 員 の ニ ー ズ と 志 向

必
要
性
－
担

当
教
科

T
T

2
G

2
6

A
～

T
T

2
G

2
6

D
の

和

【
以

下
の

各
領

域
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

ど
の

程
度

、
職

能
開

発
の

必
要

性
を

感
じ

て
い

ま
す

か
。

　
A

. 担
当

教
科

等
の

分
野

に
関

す
る

知
識

と
理

解
、

B
. 担

当
教

科
等

の
分

野
の

指
導

法
に

関
す

る
能

力
　

C
. 
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

関
す

る
知

識
 

D
. 生

徒
の
評
価

や
評

価
方

法
】

※

9
8

4
0

7
4

9
.0

3
3

9
.0

8
2

1
3

.2
9

1
1

1
.8

4
2

1
0

.1
9

2
7

.4
2

0
8

.8
3

5

1
6

（
3

.1
6

4
）

（
3

.1
5

2
）

（
1

.9
9

4
）

（
3

.0
4

3
）

（
2

.8
7

4
）

（
2

.6
1

8
）

（
2

.7
4

5
）

必
要

性
－

IC
T

技
能

T
T

2
G

2
6

E
【

以
下

の
各

領
域

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
ど

の
程

度
、

職
能

開
発

の
必

要
性

を
感

じ
て
い
ま
す
か
。

E
. 指

導
用

の
IC

T
（

情
報

通
信

技
術

）
技

能
】

※
1

0
0

1
7

1
1

2
.6

6
0

0
2

.6
5

0
3

.0
4

0
2

.9
8

0
2

.7
8

0
2

.2
9

0
2

.5
8

0

4
（

0
.9

5
0
）

（
0

.9
4

6
）

（
0

.7
1

4
）

（
0

.7
9

1
）

（
0

.9
7

2
）

（
0

.8
8

3
）

（
0

.9
7

2
）

必
要

性
－

生
徒

の
行

動
と
学
級
経
営

T
T

2
G

2
6

F
【

以
下

の
各

領
域

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
ど

の
程

度
、

職
能

開
発

の
必

要
性

を
感

じ
て
い
ま
す
か
。

F
. 生

徒
の

行
動

と
学

級
経

営
】

※
1

0
0

0
7

0
1

2
.4

0
0

0
2

.4
0

0
3

.3
3

0
3

.0
4

0
2

.2
8

0
1

.8
6

0
2

.2
0

0

4
（

0
.9

7
4
）

（
0

.9
6

8
）

（
0

.6
6

5
）

（
0

.8
3

7
）

（
0

.9
0

9
）

（
0

.8
4

7
）

（
0

.8
8

5
）

必
要

性
－

学
校

の
管

理
運
営

T
T

2
G

2
6

G
【

以
下

の
各

領
域

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
ど

の
程

度
、

職
能

開
発

の
必

要
性

を
感

じ
て
い
ま
す
か
。

G
. 学

校
の

管
理

運
営

】
※

9
9

2
3

5
1

2
.0

7
0

0
2

.0
4

0
2

.6
9

0
2

.6
7

0
1

.5
3

0
1

.7
3

0
2

.4
9

0

4
（

1
.0

1
5
）

（
1

.0
0

4
）

（
0

.7
8

0
）

（
0

.9
0

2
）

（
0

.7
8

8
）

（
0

.8
5

8
）

（
0

.9
4

4
）

必
要

性
－

個
に

応
じ

た
学
習
手
法

T
T

2
G

2
6

H
【

以
下

の
各

領
域

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
ど

の
程

度
、

職
能

開
発

の
必

要
性

を
感

じ
て
い
ま
す
か
。

　
H

. 個
に

応
じ

た
学

習
手

法
】

※
9

9
6

7
2

1
2

.4
6

0
0

2
.4

7
0

3
.2

9
0

2
.9

7
0

2
.5

1
0

2
.1

6
0

2
.5

5
0

4
（

0
.9

2
5
）

（
0

.9
1

9
）

（
0

.6
4

9
）

（
0

.7
8

5
）

（
0

.9
5

5
）

（
0

.8
3

5
）

（
0

.8
6

4
）

必
要

性
－

特
別

支
援

生
徒
指
導

T
T

2
G

2
6

I
【

以
下

の
各

領
域

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
ど

の
程

度
、

職
能

開
発

の
必

要
性

を
感

じ
て
い
ま
す
か
。

　
I. 
特

別
な

支
援

を
要

す
る

生
徒

へ
の

指
導

】
※

9
9

7
3

9
1

2
.7

1
0

0
2

.6
7

0
3

.2
5

0
3

.1
7

0
2

.6
8

0
2

.2
1

0
3

.1
4

0

4
（

1
.0

2
8
）

（
1

.0
1

8
）

（
0

.7
1

2
）

（
0

.7
9

1
）

（
0

.9
4

3
）

（
0

.8
8

1
）

（
0

.9
7

3
）

必
要

性
－

多
文

化
・

多
言
語
指
導

T
T

2
G

2
6

J
【

以
下

の
各

領
域

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
ど

の
程

度
、

職
能

開
発

の
必

要
性

を
感

じ
て
い
ま
す
か
。

　
J.

 多
文

化
又

は
多

言
語

環
境

に
お

け
る

指
導

】
※

9
9

3
5

6
1

2
.2

6
0

0
2

.2
1

0
2

.5
7

0
2

.6
9

0
2

.1
3

0
1

.9
6

0
2

.8
6

0

4
（

1
.0

7
6
）

（
1

.0
5

6
）

（
0

.7
6

9
）

（
0

.9
1

7
）

（
1

.0
1

1
）

（
0

.8
7

7
）

（
1

.0
3

3
）

必
要

性
－

共
通

な
力

の
指
導

T
T

2
G

2
6

K

【
以

下
の

各
領

域
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

ど
の

程
度

、
職

能
開

発
の

必
要

性
を

感
じ

て
い

ま
す

か
。

　
K

. 
各

教
科

で
共

通
に

必
要

な
力

に
関

す
る

指
導

（
例

：
問

題
解
決
能
力
、
学

び
方

の
学

習
）】

※

9
9

7
1

2
1

2
.4

4
0

0
2

.4
4

0
3

.2
3

0
2

.9
8

0
2

.4
3

0
2

.1
3

0
2

.5
1

0

4
（

0
.9

2
5
）

（
0

.9
2

0
）

（
0

.6
5

8
）

（
0

.8
3

9
）

（
0

.9
2

3
）

（
0

.8
4

1
）

（
0

.8
2

3
）
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